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市民生活の安全確保に努力しています

ど
戸

っ
津

堕
局午

後
一
○
時
を
過
ぎ
る
と
酔
っ

ぱ
ら
い
や
暴
走
族
な
ど
、
急
に
夜

の
ま
ち
が
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。

「
パ
ト
カ
ー
で
巡
回
中
に
、
事

件
や
事
故
な
ど
が
起
こ
っ
た
時
は
、

最
初
に
現
場
に
駆
け
つ
け
ま
す
。

市
民
生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
、

｜
秒
で
も
早
く
現
場
に
到
着
す
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
」
と
高

津
戸
さ
ん
。

高
津
戸
さ
ん
は
髻
察
官
に
な
っ

て
八
年
目
で
す
。
管
内
の
物
損
事

故
は
、
年
間
約
一
，
○
○
○
件
、

人
身
事
故
は
、
約
四
五
○
件
で
す
。

多
い
と
き
に
は
、
｜
日
一
五
件
の

一
一
○
番
通
報
も
経
験
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
年
末
年
始
の
特
別
髻
戒

や
飲
酒
運
転
な
ど
の
一
斉
取
り
締

ま
り
に
一
番
緊
張
す
る
時
期
で
す
。

健一さん･東本町

警察署地域課
自動車警ら班(高 ）聯

萩

ただ今､午 すで
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城
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

特
集
＠
私
の
城
下
町

現
在
、
松
岡
地
区
で
「
城
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
こ
の

機
会
に
、
城
主
の
中
山
氏
を
中
心
に
高
萩
市
の
歴
史
を
見
直
し
、
私
た
ち
の
ル
ー
ツ
を
探
っ
て

み
ま
し
た
。
す
る
と
、
こ
の
城
跡
と
城
下
町
が
、
私
た
ち
高
萩
市
民
の
貴
重
な
歴
史
的
文
化
遺

産
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
市
民
の
共
有
財
産
を
次
代
に
つ
な
ぎ
、
歴
史

を
楽
し
く
散
策
し
な
が
ら
学
び
憩
え
る
よ
う
な
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
、
今
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
今
月
は
、
こ
の
「
城
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

昨
年
か
ら
、
市
で
は
地
元
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
松
岡
地
区
の
環
境
整
備
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
萩
市
に
と
っ
て
貴
重

な
歴
史
的
な
文
化
遺
産
で
あ
る
手
綱
地
区
の
ま
ち
な
み

を
整
備
し
て
、
そ
の
歴
史
の
保
存
と
創
出
を
し
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
将
来
は
、
ま
ち
な
み

だ
け
で
な
く
、
竜
子
山
の
整
備
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

ま
す
。こ

の
ま
ち
な
み
の
整
備
と
竜
子
山
の
整
備
を
考
え
る

と
き
、
私
た
ち
は
、
江
戸
時
代
の
初
期
か
ら
明
治
時
代

ま
で
、
こ
の
松
岡
の
お
城
の
殿
様
（
実
際
に
は
、
徳
川

つ
け
が
ろ
う

幕
府
か
ら
直
接
、
派
遣
さ
れ
た
附
家
老
）
の
中
山
氏
の

存
在
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
ま
で
こ
の
中
川
氏
の
歴
史
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
、
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
事
実
で
す
。
そ
こ
で

せ
っ
か
く
松
岡
地
区
の
環
境
整
備
事
業
に
取
り
組
む
の

｛
｝

中
山
氏
を
中
心
に
見
た
高
萩
市
の
歴
史

高
萩
市
は
、
昭
和
二
九
年
二
月
高
萩
町
、
松
岡
町
、

く
る
さ
き
く
し
が
た

高
岡
村
の
二
町
一
村
に
黒
前
村
と
櫛
形
村
の
一
部
が
合

併
し
て
誕
生
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
、

い
つ
も
松
岡
と
呼
ぶ
場
合
、
こ
の
松
岡
町
の
地
域
を
指

し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
三
ペ
ー
ジ
の
図
一
の
地
図
を
よ
く
ご
覧

く
だ
さ
い
。
明
治
初
期
の
松
岡
藩
当
時
は
、
現
在
の
高

萩
市
の
ほ
か
、
北
茨
城
市
や
日
立
市
の
一
部
を
も
含
む

幅
広
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
江
戸
時

代
の
文
化
元
年
二
八
○
四
以
降
に
中
山
氏
が
支
配

し
た
村
々
は
、
水
戸
領
の
最
北
部
の
二
九
か
村
七
新
田
、

松
岡
城
は
私
た
ち
高
萩
市
民
の
「
お
城
」
で
す

で
す
か
ら
、
中
山
氏
を
中
心
に
し
た
高
萩
市
の
歴
史
に

つ
い
て
も
、
私
た
ち
は
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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か
つ
て
高
萩
市
に
は
、
江
戸
か
ら
明
治
、
大
正
、
昭

和
に
か
け
て
、
馬
市
や
炭
鉱
、
林
業
、
そ
し
て
、
宿
場

町
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。

二
万
三
千
石
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
三
ペ
ー
ジ
の
資

料
一
参
照
）

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
在
の
高
萩
市
の
ほ
ぼ
全
域
が

こ
の
中
山
氏
が
支
配
し
た
松
岡
城
を
中
心
に
し
た
水
戸

と
い
わ
き
の
間
の
政
治
や
文
化
・
生
活
圏
を
同
じ
く
す

る
運
命
共
同
体
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

こ
の
高
萩
市
の
ル
ー
ツ
を
探
る
と
き
、
松
岡
城
は
松
岡

町
の
お
城
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
高
萩
市
民
の
お
城

と
い
う
認
識
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
市
民
共
有
の
財
産

し
か
し
、
常
磐
線
の
開
通
や
、
戦
中
・
戦
後
の
開
発

な
ど
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
多
く
の
歴
史
的
遺
構
が
失

わ
れ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
江
戸
時
代
か
ら

続
く
歴
史
的
な
文
化
遺
産
は
、
高
萩
市
に
現
存
す
る
非

常
に
貴
重
な
、
市
民
共
有
の
財
産
で
す
。
こ
の
地
区
に

じ
ん
ぞ
う

た
ん
し
よ
う

は
、
松
村
任
三
生
家
や
穂
積
家
住
宅
、
丹
生
神
社
の

棒
さ
さ
ら
な
ど
、
多
く
の
文
化
財
や
歴
史
が
凝
縮
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
財
産
を
次
代
に
つ
な
ぎ
、
新
た
な
歴

史
を
築
い
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
こ
を
、
市
の
歴
史
を

楽
し
く
散
策
し
な
が
ら
学
び
、
憩
え
る
よ
う
な
空
間
と

し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
英
知
を
集
め
て
つ
く
り
だ

し
て
い
く
こ
と
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

ハ
ー
ド
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト
面
か
ら
の
歴

史
の
掘
り
起
こ
し
が
、
あ
わ
せ
て
必
要
な
の
で
す
。

平成3年12月、柏義夫さん（高萩）撮影の竜子山の航空写真です。戦国

時代は、約170年間、大塚氏の竜子山城がありました。江戸時代の初期に
なると、戸沢氏が松岡城（城下町の整備も始める｡) とあらため16年間居
城しました。その後、約220年間、埼玉県飯能市からきた中山氏の松岡城(水

戸領） となﾚﾉます。 （途中、常陸太田へ96年間移っていました｡）

陽
一町

江戸時代の松岡の知行地明治初期の松岡領

ゆきや

図1 明治初期のものと思われる地図、岡本幸也さん（下手綱）所有
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（
ま
ち
な
み
整
備
一
三
億
円
）

．
：
住
宅
地
（
城
下
町
）

対
象
区
域
面
積
は
、
約
一
・
九
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

基
本
計
画
・
設
計
…
平
成
三
年
度
（
資
料
二
参
照
）

こ
の
事
業
は
、
城
下
町
と
し
て
の
歴
史
的
な
景
観
の

残
る
竜
子
山
城
跡
周
辺
地
域
（
松
岡
小
学
校
周
辺
）
の

歴
史
的
な
環
境
保
全
と
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
〈
松
岡
ｌ
城
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
〉
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。

歴
史
的
特
徴
を
演
出
す
る
た
め
、
旧
来
の
も
の
を
保

全
す
る
と
と
も
に
、
松
岡
ら
し
い
新
し
い
景
観
、
環
境

の
創
出
に
も
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

住
民
の
日
常
生
活
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
実
情

を
尊
重
し
、
利
便
性
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
過
度
の

制
限
を
避
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
（
道
路
、

学
校
な
ど
）
に
よ
り
、
こ
の
目
的
を
達
成
で
き
る
よ
う

に
配
慮
し
、
そ
の
結
果
、
将
来
的
に
は
、
地
域
住
民
の

み
な
さ
ん
自
ら
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
し

そ
れ
で
は
ま
ず
初
め
に
、
歴
史
の
息
づ
く
ま
ち
「
城

の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
の
全
体
計
画
か
ら
見
て
み
ま

し
ょ
う
。
（
図
二
参
照
）

伍
岡
地
区
環
境
整
備
事
業

歴
史
の
息
づ
く
ま
ち

「
城
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
全
体
計
画

特
集
＠
私
の
城
下
町

溌灘鶴 蟻

鱗
搦齢拘唱

;＃全体位置図伊
ー

ー

配
１
１
』

閏

4



て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
景
観
地
区
で
の
協
定
及
び
指
定
、
条
例
な
ど
に
よ
り

規
制
、
誘
導
等
）

①
公
共
施
設
の
環
境
づ
く
り
（
白
壁
）
平
成
四
年
度
、

す
で
に
完
成
六
，
七
四
六
万
五
千
円

②
生
活
道
路
と
し
て
の
み
ち
な
み
演
出
楽
し
く
歩
け

る
道
づ
く
り

石
畳
の
整
備
、
道
路
舗
装
、
並
木

平
成
五
年
度
五
九
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
松
岡
小
学

き
じ

枝
・
幼
稚
園
・
中
学
校
の
公
共
施
設
の
連
続
雄
子

の
お

ノ
尾
橋
か
ら
石
崎
橋
の
区
間

③
橋
の
デ
ザ
イ
ン
化
に
よ
る
架
け
換
え

大
手
橋
平
成
五
年
度

歴
史
性
と
ま
ち
な
み
の
調
和
を
デ
ザ
イ
ン

④
城
跡
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
広
場
の
整
備
掘
・
土
塁

平
成
六
年
度

の丸の跡竜子山の中腹にある ＝

蕊醗 篭

19､

寸

蕊

蕊

麓
蕊

図2松岡地Er署鴬

L1

松岡小学校にできた白壁

蕪

蕊

小

松岡小学校の校庭にある石碑

蕊 『

⑥関根橋の整備イメージ

基
本
計
画
・
設
計
…
平
成
七
年
度
以
降

④
園
路
の
整
備

⑧
施
設
の
整
備

や
ぐ
ら

展
望
広
場
、
物
見
櫓
、
あ
ず
ま
ゃ

◎
植
栽
…
サ
ク
ラ
、
ツ
ッ
ジ
等

協
定
、
指
定
、
条
例
や
補
助
制
度

こ
れ
か
ら
の
課
題

ト
ー
タ
ル
な
完
成
に
む
け
て
、
周
辺
住
宅
の
生
け
垣

や
石
積
み
、
外
構
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
（
景

観
地
域
で
の
協
定
や
指
定
、
条
例
な
ど
に
よ
る
規
制
及

び
補
助
制
度
の
創
設
な
ど
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
）

竜
子
山
の
山
地
部
全
域
が
対
象
範
囲

七
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

1主
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中
山
氏
系
図
調
べ
↓

飯
能
市

幸
十
一
つ
一
Ｌ

七
月
に
は
高
萩
市
の
観
光
キ
ャ

今
年

み
な
さ

次
に

な
功
績

ひ
“
４
Ｊ
Ｌ

徳
川
家
康
に
見
い
出
だ
さ
れ
た
中
山
信
口士

＝ろ九八七六五四三二初
代代代代代代代代代代代

、
中
山
氏
の
歴
史
に
っ
い

な
ど
に
つ
い
て
見
て
み
ま

の
二
月
に
、
飯
能
市
の
郷

ん
約
一
○
人
が
高
萩
市
を

を
訪
れ
る
な
ど
、
す
で
悸

い
ま
す
。

信
吉

の
左
ま
さ

信
正

信
治

信
行

信
成

信
敏

の
ぶ
ゆ
き

信
順

信
昌

政
信

の
ぶ
た
か

信
敬

の
ぶ
も
と

信
情

玉
特
集
＠
私
の
城
下
町

敬
称
略
）
（
お
墓
の
所
在
地
）

ち
か
ん
じ

飯
能
市
智
観
寺

け
い
が
ん
じ

水
戸
市
桂
岸
寺

飯
能
市
智
観
寺

水
戸
市
桂
岸
寺

飯
能
市
智
観
寺

飯
能
市
智
観
寺

飯
能
市
智
観
寺

飯
能
市
智
観
寺

飯
能
市
智
観
寺

飯
能
市
智
観
寺

飯
能
市
智
観
寺

一
フ

能
市
か
ら
高首

三
■

一

一

判

唖

一
一
、

く
ー

､ I

ヅ、I､

、 千葉県’

r$ rﾊ暦ヘム｜
、、{ ） ノ

エざ 〆､r ノ
ノピ rr ／

望_〆 r ／

I
急鐸

鐙
説鐙

篭奄…
…

－－－ニーヤ

醤一望蕊

坂能市は、池袋

急で39分。面積

平方キロメート

コは、約7万7

1丁街地周辺の田

が、急速に住宅

を亦巧ています
、･も

294寄制施行）

)

が~ノ､↓一

水戸光圀を見い出したという説も

ある初代信吉木像(飯能市智観寺）
信
吉
墓
（
飯
能
市
智
観
寺
）
埼
玉
県
指
定
文
化
財

鱗灘

の
ぶ
つ
ね

一
六
代
信
常 企

海
難
‐

6



一
一
／
〃
ル
ー
’

水
化
Ⅱ
、
毎
ｒ

（
現
在
、
信
常
さ
ん
の
奥
さ
ん
と
三
男
三
女
の
六
人
の

ご
子
息
は
、
茨
城
県
藤
代
町
や
東
京
都
豊
島
区
・
港
区
、

千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
、
神
奈
川
県
横
浜
市
な
ど
に
お
住
ま

い
で
す
。
）

杢
戸
藩
を
つ
く
る
時
に
琴
康
か
ら
派
這
（
、
王
な
功
績
）

信
吉
（
中
山
家
譜
で
は
二
六
代
目
と
な
っ
て
お
り
、
徳

川
家
よ
り
も
古
い
家
柄
で
す
。
）

こ
し
よ
・
っ

＊
徳
川
家
康
に
見
い
出
だ
さ
れ
、
そ
の
小
姓
を
務
め
て

い
ま
す
。

＊
慶
長
八
年
、
伏
見
城
に
入
っ
た
家
康
へ
の
刺
客
を
つ

ほ
う
び

か
ま
え
褒
美
を
受
け
て
い
ま
す
。

よ
り
ふ
さ

＊
家
康
の
二
子
、
頼
房
が
水
戸
藩
を
つ
く
る
時
に
、

家
康
か
ら
徳
川
幕
府
直
属
の
附
家
老
と
し
て
派
遣
さ

み
つ
く
に

れ
ま
し
た
。
（
ま
た
水
戸
藩
の
二
代
目
藩
主
、
光
圀

を
見
い
出
だ
し
た
の
が
信
吉
だ
と
い
う
話
も
残
っ
て

い
ま
す
。
）

＊
寛
永
一
九
年
二
六
四
三
正
月
、
水
戸
光
圀
二

五
歳
の
時
）
が
、
中
山
備
前
守
信
吉
の
死
を
悲
し
む

蕊

… 三
代
信
守
飯
能
市
智
観
寺

の
ぶ
と
み

三
代
信
宝
飯
能
市
智
観
寺

三
代
信
宝
飯
能
市
智
観
寺

の

ぶ

あ

き

西
代
信
徴
高
萩
市
赤
塚
墓
地

の
ぶ
ざ
ね

云
代
信
實
高
萩
市
赤
塚
墓
地

代
信
實

の
ぶ
つ
・
ね

代
信
常

’

Ｌ
早
さ
入

信
吉
木
碑
、
碑
文
は
林
羅
山
が
撰
文
（
飯
能
市
智
観
寺
）
埼
玉
県
指
定
文
化
財

イーI[．
正

み
よ
う

＊
飯
能
市
に
中
山
氏
の
氏
神
様
の
丹
生
川
神
社
を
造

，
と
言
う
↓
わ

一
ブ

リ
、
灯
籠
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

信
敏

＊
常
陸
太
田
市
に
領
地
替
え
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
噂
（
松
岡
の
地
に
館
は
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
）

信
敬

＊
水
戸
の
徳
川
家
か
ら
養
子
に
な
り
、
中
山
家
の
独

立
運
動
を
一
生
懸
命
や
っ
た
人
で
す
。

中
山
家
の
独

＊
松
岡
に
知
行
地
を
賜
っ
た
人
で
す
。

＊
光
圀
の
面
倒
を
良
く
み
た
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
、

（
テ
レ
ビ
の
水
戸
黄
門
漫
遊
記
の
中
山
備
前
守
は
、

こ
の
人
が
モ
デ
ル
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
）

い
，
ち

＊
出
身
地
の
埼
玉
県
飯
能
市
の
中
山
村
に
市
を
開
い

た
人
で
す
。

側

こ
と
葉
（
和
文
）
を
つ
く
っ
て
い
ま
す

飯龍市の位覆 一一一

鋤
繩
織
醗
唖

懲

~

議 蕗季／
癖
、
《
』

《
霞蕊 １

１ |§ r

灘
、

べこ

|_塗

埼玉県

から塒

134.6(

ル｡A

千人。

園地律

･HI].に姿

認召禾［

水
戸
市
桂
岸
寺
に
あ
る

中
山
家
代
々
の
墓

代
信
正
の
蟇

＊
再
び
常
陸
太
田
市
か
ら
松
岡
に
領
地
替
え
に
な
っ
た

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

＊
松
岡
城
や
城
下
町
の
修
復
工
事
も
こ
の
人
が
進
め
ま

し
た
。

＊
松
岡
の
独
自
性
を
持
た
せ
る
た
め
、
松
岡
八
景
や
松

岡
地
理
誌
を
づ
く
ら
せ
た
の
も
こ
の
人
で
す
。

も
み

＊
文
教
・
福
祉
政
策
な
ど
（
養
老
籾
や
育
児
金
の
支
給
）

を
一
生
懸
命
や
っ
た
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
か
ん
さ
い

＊
俳
句
や
絵
な
ど
に
も
多
彩
な
風
流
人
で
、
一
貫
斎
の

雅
号
を
持
っ
て
お
り
、
今
も
飯
能
市
の
智
観
寺
に
、

そ
の
絵
が
残
っ
て
い
ま
す
。

信
徴

＊
明
治
一
兀
年
松
岡
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

＊
明
治
二
年
六
月
松
岡
藩
知
事
と
な
り
ま
し
た
。

＊
明
治
四
年
七
月
に
松
岡
藩
は
松
岡
県
に
な
り
、
県
知

事
と
な
り
ま
し
た
が
、
三
月
に
茨
城
県
と
な
り
ま

し
た
。

信
常

＊
戦
後
の
農
地
解
放
で
、
土
地
を
無
償
で
解
放
。
そ
の

後
、
ま
た
、
お
金
を
だ
し
て
買
い
戻
し
た
人
で
す
。

＊
教
育
は
と
て
も
大
切
、
学
校
用
地
に
困
っ
て
い
る
な

ら
と
、
自
分
の
お
屋
敷
を
松
岡
中
学
校
の
建
設
用
地

に
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。
（
昭
和
二
八
年
六
月
）

亨十ごh1
歩d－，

飯能市中山にある､中山家の菩提寺､智観寺
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！
蕊鱗鍵

よろい かぶと

鎧の兜（岡本幸也さん所蔵）

＝

雪

鰯 鋪 蕊撫灘

蕊
鎧一式（岡本幸也さん所蔵）

蕊
緯
》
靜
麹
北

i郷

鍵； 震
墾

二
骨
士

△
藍
Ｉ
量

毒

中山氏の旗印（小峰理兵衛の
名あり．岡本幸也さん所蔵）

岡本幸也さん（下手綱）

信
吉
は
、
家
康
が
水
戸
藩
を
起
こ
す
時
、
頼
房
に
つ

け
て
き
た
、
徳
川
幕
府
直
属
の
家
臣
で
す
。
附
家
老
と

は
幕
府
の
命
令
で
動
き
、
水
戸
藩
に
と
っ
て
は
助
言
者

で
あ
り
、
ま
た
、
監
視
役
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
。

信
吉
は
本
来
は
、
家
康
の
大
名
に
な
る
べ
き
人
で
し

た
。
当
時
、
家
康
の
子
ど
も
の
附
家
老
に
な
る
こ
と
は

大
変
、
名
誉
な
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
時
が
経
つ
に

つ
れ
て
中
山
氏
の
か
っ
て
の
仲
間
た
ち
が
、
各
地
で
大

名
（
一
万
石
で
も
大
名
）
に
な
っ
て
い
き
、
中
山
氏
も

大
名
に
な
り
た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
山
氏
は
、
大
名
に
な
る
器
量
は
十
分
あ
り
ま
し
た

並
外
れ
た
能
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
他
の
四
家
と
と

も
に
御
三
家
に
付
け
ら
れ
た
の
で
す
。
徳
川
幕
府
の

し
し
ず
え

礎
を
つ
く
る
幕
藩
体
制
の
た
め
に
、
と
ら
れ
た
制
度

も
歳
月
と
と
も
に
世
の
中
が
安
定
し
て
く
る
と
、
矛
盾

が
生
じ
、
五
家
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
名
に
な
り
た
い
と
い

う
独
立
運
動
が
芽
生
え
て
き
た
の
で
す
。
何
代
か
の
間

に
中
山
氏
は
、
松
岡
に
領
地
を
集
め
た
り
、
独
自
の
家

来
を
集
め
、
城
や
城
下
町
を
作
り
ま
し
た
。

７
が

一

茨
城
県
歴
史
館
県
史
編
さ
ん
室
宮
澤
正
純
室
長

幕
藩
体
制
の
安
定
の
た
め
に
附
家
老
に

続
い
て
、
江
戸
屋
敷
や
水
戸
で
の
生
活
が
中
心
だ
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
松

岡
に
い
る
こ
と
の
な
か
っ
た
中
山
氏
に
つ
い
て
、
茨
城
県
歴
史
館
の
宮
澤
室

長
や
飯
能
市
の
み
な
さ
ん
、
下
手
綱
の
岡
本
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

中
山
氏
は
徳
川
幕
府
直
属
の
家
臣
で
す

蕊
蕊
蕊

＃
蕊
特
集
＠
私
の
城
下
町

畷
，
唾
嘩
撚
獣
卜
幽
錐
雁
闇
卿
災
過

水
戸
藩
は
御
三
家
の
中
で
も
、
参
勤
交
替
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
中
山
氏
は
、
家
老
職
で
あ
り
な

が
ら
、
幕
府
か
ら
江
戸
屋
敷
を
も
ら
い
、
ま
る
で
大
名

扱
い
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
常
駐
し
て
、
五
家
の

代
表
と
し
て
、
独
立
運
動
な
ど
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
い

ま
し
た
。
水
戸
藩
で
は
、
こ
の
独
立
運
動
に
心
を
悩
ま

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
独
立
運
動
も
、
実
現
可
能
な
と
こ

な
り
あ
き

ろ
ま
で
い
き
ま
し
た
が
斉
昭
が
押
さ
え
ま
し
た
。
ま
た
、

幕
末
の
天
狗
党
と
諸
生
の
乱
の
時
も
中
山
氏
は
、
幕
府

の
命
令
で
動
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
山
氏
は
明
治
に

な
っ
て
、
初
め
て
松
岡
藩
の
藩
主
に
な
っ
た
の
で
す
画

明
治
維
新
政
府
は
、
ご
維
新
で
は
、
独
立
運
動
を
し

て
い
た
附
家
老
の
五
家
に
個
別
に
藩
と
し
て
認
め
る
約

束
を
し
て
い
ま
す
。
江
戸
に
い
た
信
徴
が
、
水
戸
藩
主

の
代
理
と
し
て
、
京
都
ま
で
出
か
け
て
い
っ
て
い
ま
す
。

幕
末
の
幕
府
は
、
こ
の
動
き
に
手
が
出
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
今
の
高
萩
市
が
明
治
の
は
じ
め
に
、

ぱ
し
ん

飯
能
戦
争
や
会
津
の
戊
辰
戦
争
の
よ
う
な
戦
乱
に
巻
き

込
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

五
家
の
代
表
と
し
て
独
立
運
動
の
交
渉
に

謎
蝿
亨
ユ

マ
二
グ

ー
淳
一

〃
／

一恐睡、彗郵員暑丁謬母革韓謹』， ' 常諦'駕

蕊

鑑
蕊

鳶灘
準

溺
縛
嘩
灘

蕊義
4…､nb－､…一… 蟻

露

曇鴦

蕊
鴬 顎

蕊

顔§
醗観 一

唾

下手綱の中山家の氏神様だった
「丹生神社」

蕊鍵譲蕊蕊蕊
~んし歩ﾉ

丹生神社の屋根にある中山
家の家紋「升形に月」

…印,Z

飯能市の諏訪八幡神社境内にある
「丹生明神社」

飯能市のﾛ治神社にある信正が丹生
明神社に寄贈したといわれる灯籠
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ジしたお菓子

え
い
し
よ
う

智
観
寺
中
藤
栄
祥
さ
ん

中
山
家
の
菩
提
寺
の
智
観
寺
に
は
、
信
吉
公
の
木
碑

や
墓
、
木
像
、
中
山
氏
代
々
の
墓
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
信
吉
公
の
木
碑
と
墓
は
、
埼
玉
県
の
指
定
文
化

財
に
な
っ
て
い
ま
す
。
木
碑
の
碑
文
は
、
幕
府
の
最
高

権
威
の
儒
学
者
、
林
羅
山
先
生
が
撰
文
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
と
し
て
も
、
非
常
に
価
値
の
高
い
も
の
で
す
。

信
吉
公
の
木
碑
は
林
羅
山
が
撰
文

飯
能
市
郷
土
館
館
長
浅
見
徳
男
さ
ん

中
山
氏
は
、
飯
能
市
の
歴
史
の
中
で
は
最
高
の
出
枇

頭
で
す
。
地
方
の
豪
族
が
一
代
で
、
徳
川
幕
府
の
直
属

の
附
家
老
に
な
り
ま
し
た
。
非
凡
な
人
で
な
い
と
な
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。
飯
能
市
の
歴
史
を
見
る
と
、
飯
能

よ
り
も
中
山
の
方
が
歴
史
的
に
は
古
い
の
で
す
。
江
戸

時
代
の
正
保
の
時
代
に
は
、
中
山
町
と
飯
能
村
で
し
た
〔

飯
能
市
の
歴
史
上
で
最
高
の
出
世
頭

飯
能
市
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
長
仲
島
公
夫
さ
ん

い
ち

い
ち

歴
史
的
に
は
、
中
山
の
市
の
ほ
う
が
飯
能
の
市
よ
り

も
早
く
で
き
ま
し
た
。
飯
能
地
方
は
、
戦
国
時
代
の
末

か
ら
江
戸
時
代
の
初
期
に
か
け
て
、
中
山
氏
の
勢
力
が

強
ま
り
、
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
（
宝
永
四
年
）
は
黒

殿
様
と
い
う
と
中
山
氏
と
黒
田
氏
だ
け

恥
遥
掻
噸
職
蝿
蝿
鐙
震
憾
蝉
縦
唾
《

凝
議
謹

認
溌
麓
壌
溌
蕊
蕊
蝿
壌
嶽
溌
繊

ｰ″

ソ輿

田
氏
（
三
万
石
）
が
領
有
し
ま
し
た
。
飯
能
市
民
に
と
っ

て
は
、
黒
川
氏
が
身
近
で
す
が
、
歴
史
を
勉
強
し
て
い

る
人
な
ら
み
な
中
山
氏
の
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
。
飯

能
市
で
、
殿
様
と
い
う
と
中
山
氏
と
黒
田
氏
だ
け
で
す

岡
本
幸
也
さ
ん
（
下
手
綱
）

こ
の
地
域
の
人
の
竜
子
山
を
何
と
か
整
備
し
て
保
存

し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
は
大
変
強
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
中
山
氏
も
城
の
殿
様
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
市

民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
顕
彰
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

中
山
氏
の
歴
史
を
も
っ
と
大
切
に
し
な
い
と
、
高
萩

市
の
歴
史
の
基
礎
が
し
っ
か
り
と
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
中
山
氏
は
、
忘
れ
ら
れ
て
い
た
高

萩
市
の
殿
様
と
い
え
ま
す
。
中
山
氏
の
お
城
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
多
賀
郡
郡
役
所
が
高
萩
市
に
置
か
れ
た
の

で
す
。こ

こ
は
、
文
教
の
中
心
地
で
す
。
学
者
も
た
く
さ
ん

で
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
た
教
育
重

視
の
考
え
方
が
今
も
生
き
て
い
ま
す
。
教
育
者
も
た
く

ば
く
さ
§
．

と
う
ば

さ
ん
出
ま
し
た
。
阿
久
津
瑛
斎
や
中
根
東
浦
（
の
ち
の

多
賀
郡
長
）
な
ど
も
生
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
松
岡
小
学
校
は
元
藩
校
で
す
。
今
に
残
る
歴

史
の
文
化
遺
産
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
現
在
は
、

門
の
石
柱
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
昔
の
校
舎
は
、

県
北
の
中
心
校
の
風
格
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
▼
▼
▼

こ
う
し
て
見
て
き
ま
す
と
、
高
萩
市
の
郷
士
の
偉
大

せ
き
す
い

け
ん
じ
ゆ
ん

な
先
人
た
ち
、
長
久
保
赤
水
や
松
村
任
三
、
鈴
木
玄
淳
、

松
岡
の
七
賢
人
な
ど
も
中
山
氏
の
政
治
的
な
風
土
の
中

で
、
育
っ
て
き
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

松
岡
小
学
校
の
前
身
と
い
え
る
藩
校
や
、
幕
末
に
た
く

さ
ん
生
ま
れ
た
私
塾
な
ど
、
松
岡
の
教
育
的
な
風
土
を

考
え
る
と
き
中
山
氏
の
存
在
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
え
る
の
で
す
。

み
ん
な
で
中
山
氏
を
顕
彰
し
て

／
》
《

鰹
識

篭

蔦

、

竜子山にある古井戸
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竜
子
山
を
中
心
に
し
た
松
岡
八
景

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
竜
子
山
を
中
心
に
し
た
松
岡
八
景
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

松
岡
八
景
は
、
江
戸
時
代
の
文
化
年
間
（
’
八
○
四
’
’
八
一
七
）
に
、
松
岡
城
主
、

中
山
信
敬
が
作
ら
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
集
＠
私
の
城
下
町

関根夕照 竜子晴嵐

毒

山
の
南
の
下
川
原
や
関
根
橋
の
ほ
と
り
の
説
も
あ
り
ま
す
。

が
す
が
し
い
景
色
を
歌
っ
た
も
の
で
す
。
大
日
本
史
を

し
ゆ
し
ゆ
ん
す
い

作
る
た
め
、
光
圀
が
招
い
た
明
（
中
国
）
人
、
朱
舜
水
が
、

海
の
見
え
る
丘
に
立
ち
「
こ
の
地
に
異
な
る
気
が
あ
る

将
来
、
偉
人
が
生
ま
れ
る
」
と
い
っ
た
と
い
う
話
も
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

せ
き
ね
せ
き
し
よ
う

関
根
の
夕
照
…
春

関
根
川
の
川
面
が
、
赤
い
夕
日
に
輝
い
て
い
る
絵
の

よ
う
な
景
色
を
歌
っ
た
も
の
で
す
。

た
つ
一
、
］
せ
い
．
ら
ん

竜
子
の
晴
嵐

子
の
晴
嵐

か
わ
ば
た

川
側
の
「
ゆ
う
し
ょ
う
橋

と
い
う
説
の
ほ
か
、
竜
子

…
春

松
岡
小
学
校
北
側
の
竜
子
山
の
晴
れ
渡
っ
た
朝
の
す

脅蕊ﾉﾘ急造獺瀦篤
をｰも鱈為‘汎禰､拳
魚彌城感逢掲ふ：

編躍増澱
､勇訓z心認＃,罵
鰄承蕊鱒墨

鍵 、
難
》
落
轟
学
浄

濯
溌

二本松秋月 永田落雁
さ（ 、たりゆうじ

斎田隆治（松斎） さ ん害

10



’

巽
人
力
と
き
ば
人

高
戸
の
帰
帆

高
戸
の
帰
帆
…
夏

断
崖
の
間
に
見
え
る
青
い
海
原
の
果
て
か
ら
、
白
い

帆
に
夕
日
を
あ
び
て
船
が
帰
っ
て
く
る
姿
を
歌
っ
た
も

の
で
す
。

昔
の
高
戸
の
浜
は
湾
に
な
っ
て
お
り
、
出
船
、
入
船

が
別
々
の
港
、
そ
し
て
、
真
ん
中
の
明
神
岩
は
島
に
な
っ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ら
さ
き
や
う

荒
崎
の
夜
雨
。
：
夏

高
戸
大
橋
の
東
に
関
根
川
に
か
か
る
荒
崎
橋
が
あ
り

ま
す
。
昔
の
街
道
は
、
そ
の
橋
を
渡
っ
て
赤
浜
へ
通
じ

て
い
て
松
並
木
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
夏
の
夜
の
雨
は

見
え
ま
せ
ん
が
、
雷
雨
や
ぬ
れ
た
景
色
に
風
情
が
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

鄙

…;蔀.･毒 辿一

高戸帰帆荒崎夜雨

な
が
た
ら
く
が
人

永
田
の
落
雁
…
秋

現
在
の
松
ケ
丘
保
育
園
の
東
南
の
永
田
の
た
ん
ぼ
に

雁
の
群
れ
が
よ
く
羽
を
休
め
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
澄
み
切
っ
た
秋
空
に
、
数
列
の
雁
の
群
れ
が
、

南
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

に
ほ
ん
ま
つ
し
ゆ
う
げ
つ

二
本
松
の
秋
月
・
・
・
秋

松
岡
小
学
校
の
東
、
石
崎
の
集
落
の
北
山
に
、
形
の

よ
い
二
本
松
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
中
秋
の
名
月
が
、

松
の
枝
に
か
か
る
名
画
の
よ
う
な
情
景
を
歌
っ
た
も
の

で
す
。
も
っ
と
北
側
の
一
心
坊
の
山
の
松
と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
。

の
う
に
ん
じ
ば
ん
し
よ
う

能
仁
寺
の
晩
鐘
。
：
冬

手
綱
の
平
地
に
夕
暮
れ
が
迫
り
、
能
仁
寺
か
ら
入
り

い
ん
い
ん

会
い
の
鐘
の
音
が
韻
々
と
響
い
て
き
ま
し
た
。
阿
武
隈

の
山
か
ら
木
枯
ら
し
も
吹
い
て
き
た
よ
う
で
す
。
能
仁

寺
の
晩
鐘
は
、
戦
争
中
に
徴
発
さ
れ
現
在
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。

て
ん
な
ん
ど
う
ぱ
せ
つ

天
南
堂
の
暮
雪
…
冬

た
て
の
ぼ
う

小
島
団
地
の
東
の
丘
は
館
ノ
坊
と
い
う
、
昔
の
砦
の

跡
で
す
。
天
南
堂
と
い
う
の
は
、
そ
の
周
り
の
た
ん
ぼ

で
す
。
そ
こ
に
、
雪
が
も
の
さ
び
し
く
降
り
、
丘
の
木

立
ち
も
霞
ん
で
、
墨
絵
の
よ
う
な
景
色
に
な
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
は
、
交
通
の
要
所
に
変
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

絵は、松本壽夫さん(上手綱)です

‐.…ジニジンー
有
名
八
景
一
覧

」
Ｊ
う
し
上
旬
（
中
国
）

江煙洞平浦遠漁111
天寺庭沙湘浦村1:'7
蟇晩秋落夜帰夕|哨
雪鐘月雁雨帆照嵐

熊
湘
八
景

柴
抑
附
嵐

，
１
１
ノ
コ
恥

慨
Ⅲ
夕
川
“

矢
橋
帰
帆

唐
崎
夜
雨

堅
田
落
雁

石
山
秋
月

三
井
晩
鐘

比
良
暮
雪

近
江
八
景
水
戸
八
景
松
岡
八
景

柴
沖
附
嵐
村
松
晴
嵐
竜
子
晴
嵐

獺
Ⅲ
夕
照
岩
船
夕
照
関
根
夕
照

矢
橋
帰
帆
水
戸
帰
帆
高
戸
帰
帆

唐
崎
夜
雨
青
柳
夜
雨
荒
崎
夜
雨

堅
田
落
雁
太
田
落
雁
永
田
落
雁

石
山
秋
月
広
浦
秋
月
二
本
松
秋
月

三
井
晩
鐘
山
寺
晩
鐘
能
仁
寺
晩
鐘

比
良
暮
雪
仙
湖
暮
雪
天
南
堂
暮
雪

能仁寺晩鐘天南堂暮雪

l1
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ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。
そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
お
城
を

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
聞
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

城
を
市
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

（
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
）

二

鑑
特
集
＠
私
の
城
下
町

矢鳶

式倉､

審藍

識》
Ⅷ

霧

丹
生
さ
さ
ら
保
存
会
樋
口
一
男
さ
ん
（
下
手
綱
）

丹
生
神
社
の
棒
さ
さ
ら
が
、
今
度
、
高
萩
市
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
中
山
氏
の
出
身
地
の
埼
玉
県

に
も
、
丹
生
明
神
社
が
あ
り
、
さ
さ
ら
も
行
わ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

戸
沢
氏
の
山
形
県
新
庄
市
の
友
好
都
市
の
時
は
、
踊

り
の
グ
ル
ー
プ
が
、
そ
の
交
流
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

し
ま
し
た
。
飯
能
市
と
の
交
流
に
お
い
て
、
丹
生
神
社

の
棒
さ
さ
ら
保
存
会
が
、
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
度
、
さ
さ
ら
の
仲
間
と
飯
能

市
を
訪
問
し
よ
う
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
せ
っ
か
く
こ
の
事
業
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
す

か
ら
、
城
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

幕
末
に
吉
田
松
蔭
が
訪
れ
た
と
い
う
阿
久
津
瑛
斎
塾
の

屋
根
を
ぜ
ひ
、
補
修
、
保
存
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

と
を
学
び
、
自
分
た
ち
の
文
化
意
識
を
持
つ
こ
と
は
大

事
な
こ
と
で
す
。

飯
能
市
と
の
交
流
に
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
た
い

の
歴
史
を
大
切
に
し
て
学
ぶ
中
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

竜
子
山
付
近
に
歴
史
館
や
赤
水
記
念
館
な
ど
の
よ
う

な
も
の
を
作
っ
て
、
こ
こ
に
来
れ
ば
高
萩
の
歴
史
が
す

べ
て
わ
か
る
よ
う
な
歴
史
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
集
積
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
、
歴
史
の
発
信
基
地
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

し
て
、
歴
史
の
発
信
基
地
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

歴
史
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
集
積
が
必
要

生
涯
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
郷
士
の
歴
史
や
ふ
る
さ

歴
史
的
な
た
た
ず
ま
い
の
中
で
、
残
さ
れ
た
高
萩
市

Ｃ
〆
診
Ｌ

川
井
啓
司
さ
ん
（
大
和
町
）

小
野
博
さ
ん
（
下
手
綱
）

こ
こ
に
住
む
地
域
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
ま
ち
な
み

整
備
事
業
に
協
力
し
よ
う
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
表

通
り
に
住
む
人
た
ち
は
、
家
や
塀
な
ど
を
引
っ
込
め
る

よ
う
に
な
る
の
で
、
市
の
補
助
制
度
を
早
く
作
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

条
例
な
ど
の
規
制
も
、
生
活
す
る
人
た
ち
の
こ
と
を

念
頭
に
置
い
て
、
過
度
の
規
制
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
埋
蔵
文
化
財
委
員
荒
川
昇
一
一
一
さ
ん
（
下
手
綱
）

竜
子
山
や
お
掘
の
跡
の
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
、

今
か
ら
調
査
を
始
め
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
調
査
に
は
年
月
と
費
用
が
か
か
り
ま
す
か
ら
ね
、

し
っ
か
り
と
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
し
て
、
そ
の
保

存
と
活
用
に
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
埋
蔵
文
化
財
を
活
用
す
る
た
め

に
、
ど
う
保
存
し
て
い
く
か
が
大
切
で
す
。

今
か
ら
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
始
め
て

や
す
二

大
部
保
子
さ
ん
（
高
浜
町
）

昔
、
祖
父
の
斎
田
隆
治
（
松
斎
）
が
、
よ
く
松
岡
八

景
の
こ
と
を
調
べ
て
、
市
報
や
新
聞
な
ど
に
投
稿
し
て

い
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
松
岡
の
環
境
整
備
事
業
が
始

ま
っ
た
の
で
す
か
ら
、
看
板
な
ど
を
立
て
て
、
徒
歩
や

自
転
車
な
ど
で
巡
れ
る
コ
ー
ス
な
ど
が
で
き
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
図
吉
館
も
手
狭
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
し
、

歴
史
民
俗
資
料
館
を
松
岡
に
作
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

斎
田
の
実
家
も
歴
史
的
に
由
緒
あ
る
と
こ
ろ
な
の
で
、

歴
史
民
俗
資
料
館
の
用
地
な
ど
に
役
立
つ
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
い
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
な
み
整
備
の
補
助
制
度
を
早
く
作
っ
て

松
岡
八
景
を
巡
れ
る
コ
ー
ス
に

12
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し
ぬ

４
蕊

》
癌
帽
《
ロ

霧
蕊

松
本
壽
夫
さ
ん
（
上
手
綱
）

戦
国
時
代
か
ら
の
山
城
を
保
存
す
る
こ
と
は
、
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
。
本
丸
の
土
塁
や
古
井
戸
、
堀
跡
、

岩
堀
切
な
ど
、
説
明
を
つ
け
れ
ば
歴
史
的
な
観
光
価
値

は
か
な
り
高
い
と
思
い
ま
す
。
裏
の
全
部
の
カ
ラ
堀
を

整
備
し
て
、
岩
堀
切
に
木
の
橋
を
か
け
、
丹
生
神
社
と

の
コ
ー
ス
に
結
び
つ
け
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
自
然

の
散
策
道
を
生
か
し
、
全
山
、
桜
山
の
公
園
に
す
る
と

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

、

全
山
、
桜
山
の
公
園
に

蕊謬
斑醗
騨坪

癖令＃

i“鳶

:蕊

蕊騨…
、 ． …灘､ ．戒.鰻;

蕊

泡

絵は、松本壽夫さんによる想像図です。竜子山の平面・位置図はあ
りますが立体図はありません。

｜lL1

高
萩
市
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会

真
鍋
博
さ
ん
（
上
手
綱
）
、
若
松
健
一
さ
ん
（
大
和
町
）

竜
子
山
は
、
歴
史
的
な
遺
産
で
す
か
ら
、
地
主
さ
ん

の
同
意
が
あ
れ
ば
、
雑
草
を
引
い
た
り
、
道
の
下
草
を

刈
っ
た
り
し
て
、
上
ま
で
登
れ
る
よ
う
に
整
備
な
ど
を

お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
会
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
上
ま
で
登
れ
る
状
態
で
は
な
い
で
す
か
ら
ね
。

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

竜
子
山
に
登
れ
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い

WI

竜

松岡藩城廓図（明治3年10月当時） ［高萩市史］

塚
の
跡
か
ら
た
く
さ
ん
玉
石
が
出
ま
す

下
山
田
敬
三
さ
ん
（
下
手
綱
）

私
も
竜
子
山
の
地
主
の
一
人
で
す
。
竜
子
山
の
一
番

上
に
二
か
所
、
塚
の
よ
う
な
跡
が
あ
り
ま
す
。
物
見
櫓

か
何
か
が
建
っ
て
い
た
跡
と
思
わ
れ
ま
す
。
展
望
台
と

し
て
は
最
適
の
所
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
あ
た
り
を
掘
る
と
、
た
く
さ
ん
玉
石
が
出
で
き

ま
す
。
大
き
な
石
垣
を
築
い
た
跡
な
ど
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
も
定
年
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
竜
子
山
の
手

入
れ
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
内
の
こ
れ

だ
け
近
い
と
こ
ろ
に
、
環
境
の
よ
い
名
所
が
あ
る
の
で

す
か
ら
ね
。
そ
し
て
、
ま
ち
な
み
な
ど
の
整
備
計
画
と

竜
子
山
を
公
園
に
し
よ
う
と
い
う
計
画
も
あ
る
よ
う
な

の
で
、
私
も
市
の
事
業
に
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

辰
巳
屋
大
槻
光
弘
さ
ん
（
上
手
綱
）

家
の
後
ろ
の
橋
が
、
ゆ
う
し
ょ
う
橋
と
い
い
ま
す
。

松
岡
八
景
の
一
つ
だ
と
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
家
の
人
に

聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
校
を
卒
業
し
て
ケ
ー
キ
づ

く
り
の
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
松
岡
八
景
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
な
ど
が
で
き
れ
ば

い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
一
番
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
竜
子
山
の
石
垣
を

模
様
に
し
て
、
今
年
ド
ラ
焼
き
を
作
り
ま
し
た
。

商
品
の
話
題
づ
く
り
は
、
特
産
品
づ
く
り
で
あ
り
、

地
域
お
こ
し
だ
と
思
い
ま
す
。

商
品
の
話
題
づ
く
り
は
地
域
お
こ
し
で
す
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帯
金
高
博
さ
ん
〈
下
手
綱
）

あ
な
た
の
ふ
る
さ
と
に
何
が
あ
る
の
で
す
か
、
と
聞

か
れ
た
と
き
に
、
自
慢
で
き
る
も
の
、
自
分
た
ち
の
文

化
意
識
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

誇
り
を
も
っ
て
自
分
の
ま
ち
を
愛
し
、
自
分
た
ち
の
地

域
を
、
ど
う
し
た
ら
活
性
化
で
き
る
か
、
今
、
商
工
会

誇
り
を
も
っ
て
自
分
の
ま
ち
を
愛
し

次
代
へ
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ま
ず
、
ま
ち
づ
く
り
は
自
分
（
人
）
を
掘
り
起
こ
す

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
歴
史
的
な
掘
り
起
こ
し
は
日

本
で
は
城
、
世
界
で
は
公
園
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
な
ら
ま
だ
高
萩
市
に
は
、
文
化
遺
産
が
残
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
の
歴
史
的
な
掘
り
起
こ
し
を

し
な
い
ま
ま
世
代
が
変
わ
っ
た
ら
、
こ
の
高
萩
市
の
歴

史
は
も
う
残
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
地
区
の
歴
史
ゾ
ー
ン
を
、
他
に
誇
れ
る
よ
う
な
ま

ち
な
み
に
し
て
後
世
へ
伝
え
る
と
と
も
に
、
市
民
共
有

の
文
化
遺
産
と
い
う
意
識
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が

と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

-

配

設 ゴﾐ

､ ､ :

ﾆ 、 箕嗜

､ 号冤

屯 』 ゴ

ﾐ ､ ､ 串

段 ﾐ

ﾕ 鄙 上R 』

最
後
に
、
現
在
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
や
、

ふ
る
さ
と
を
学
ん
で
い
る
中
学
生
な
ど
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
今
後
の
竜
子
山
城
跡
整
備
事
業
な
ど
に
つ
い
て
も
、
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
づ
く
り
⑳

特
集
＠
私
の
城
下
町

は
市
民
つ
み
な
さ
ん
で
す

11月7日(日)に松岡地区公民館の短期歴史
探訪講座が開かれ、約15人のみなさんが

参加して､｢竜子山の歴史｣について学び

沼
野
辰
三
さ
ん
（
安
良
川
）

商
工
会
の
高
萩
地
域
商
業
活
性
化
委
員
会
で
は
へ
今
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
央
、
東
、
山
手
、

松
岡
の
四
地
域
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
買
い
物
の
町
、

レ
ジ
ャ
ー
地
域
、
住
宅
地
域
、
観
光
・
歴
史
・
文
化
ゾ
ー

ン
に
地
域
の
特
性
を
分
け
て
と
ら
え
、
高
萩
ら
し
さ
の

確
立
に
む
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や
カ
ラ
ー
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
な
ど
、
地
域
の
特
徴
を
つ
か
み
、
こ
れ
か
ら
ソ
フ

ト
面
と
ハ
ー
ド
面
に
わ
け
て
、
四
、
五
年
先
を
目
標
に

、
高
萩
ら
し
さ
の

具
体
的
な
商
店
街
つ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
竃
灘
灘
識
鈍
諏
溌
溌
職

い
き
ま
す
。

高
萩
ら
し
さ
の
確
立
に
む
け
て

地
域
の
特
徴
づ
く
り
を

の
地
域
商
業
活
性
化
委
員
会
を
中
心
に
真
剣
に
模
索
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
㈹
高
萩
青
年
会
議
所
や
長
久
保
赤
水
顕
彰
会
、

高
萩
市
国
際
交
流
協
会
、
生
涯
学
習
講
座
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
勉
強
会
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
、
各
団
体
の
ワ

ク
を
超
え
た
対
外
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

簿
燕
掘
駁
職
鰄
瀞
蝿
慰
蝿
蝿
懸
縦
織
織
蝉
織
蝉
鍛
癖

離
職
鱸

カ
ラ
ー
、
ス
ロ
ー

、
こ
れ
か
ら
ソ
フ

五
年
先
を
目
標
に

今年の2月に来市した飯能市の郷土の

歴史研究会のみなさんです。

；

Ｆ
Ｅ
三
円
Ｊ
字

■
岨
『
Ｐ
別
■
画
伊
別
■
■
■
、
ｆ
■
Ｆ
ｄ
Ｊ
■
】
ａ
Ｌ
Ｐ
ｑ
』
ｆ
ブ
■

４
陣
１
６
』
Ｉ
ｉ
』
Ｉ
４
Ｐ
Ｉ
４
傍
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Ｔ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
ｒ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
ｒ
ｒ
ｒ
Ｙ

『弐一＜弐一く一＜べ＜べべべべ＜べ式＜ぺべべべべくぎ式ベベベベベペベペベベベベベ式弐一＜＜一く式一＜ベベー＜＜K＜一く一＜＜＜一く＜－＜くぎ＜＝＜＜＜＜＜＜＝＜ぺくべべべべべき

一
学
期
の
歴
史
の
時
間
に
、
廃
藩
置
県
の
勉
強
を
し

た
の
で
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
の
テ
ー
マ
に
「
松
岡
城

と
松
岡
藩
」
を
選
び
ま
し
た
。
実
際
に
、
松
岡
城
の
跡

に
行
き
自
分
た
ち
の
足
で
歩
い
た
り
、
図
書
館
で
高
萩

市
史
な
ど
を
見
て
調
べ
ま
し
た
。

松
岡
藩
は
、
中
山
信
徴
が
明
治
元
年
二
八
六
八
年
）

明
治
新
政
府
か
ら
藩
屏
に
列
せ
ら
れ
て
か
ら
明
治
四
年

の
廃
藩
置
県
ま
で
存
続
し
ま
し
た
。
公
称
二
万
五
、
○

○
○
石
、
実
高
一
万
七
、
七
五
九
石
で
し
た
。
藩
庁
は
、

多
賀
郡
手
綱
町
（
現
高
萩
市
）
の
松
岡
城
に
あ
り
ま
し

た
。
明
治
二
年
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
藩
知
事
と
そ
の
家

族
、
及
び
郷
中
関
係
の
郷
土
な
ど
を
除
く
、
家
中
士
族

一
五
五
人
、
卒
族
八
○
人
、
ほ
か
三
二
人
で
計
二
六
二

人
で
し
た
。
領
地
は
、
手
綱
町
な
ど
、
二
九
か
村
で
、

領
民
は
約
一
万
一
、
’
○
○
人
で
し
た
。
中
山
氏
の
こ

と
も
知
ら
な
か
っ
た
し
、
身
近
な
歴
史
の
良
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

お
城
を
夏
休
み
の
自
由
研
究

と
し
て
取
り
組
む

｢松岡城と松岡藩」

さいす

写真左から後藤ひろ子さん、斎須真

紀子さん、添田麻理さん（秋山中学

校二年生）

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
、
身
近
な
歴
史
を
勉
強
し
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
竜
子
山
城
の
歴
史
を
探
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
、
三
人
で
調
べ
ま
し
た
。

ま
ず
、
図
書
館
に
行
っ
て
、
お
城
の
こ
と
を
調
べ
た

ら
、
城
主
の
中
山
氏
の
こ
と
が
出
て
き
ま
し
た
。
す
る

と
、
中
山
氏
が
昭
和
二
八
年
六
月
の
松
岡
町
の
時
に
、

松
岡
中
学
校
の
用
地
と
し
て
、
自
分
の
屋
敷
を
提
供
し

て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

中
学
校
の
校
庭
に
石
の
碑
が
建
っ
て
い
る
の
は
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
記
念
碑
だ
と
い
う
こ
と
は
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
ふ
つ
う
の
山
だ
と
思
っ
て

い
た
竜
子
山
が
戦
う
た
め
の
お
城
だ
と
は
驚
き
ま
し
た
〔

松
本
元
校
長
先
生
の
自
宅
で
、
午
前
中
ス
ラ
イ
ド
を

見
せ
て
い
た
だ
き
、
午
後
か
ら
竜
子
山
の
道
が
な
い
と

こ
ろ
を
約
三
時
間
か
け
て
実
際
に
歩
い
て
岩
堀
切
な
ど

も
見
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
小
学
校
が
松
岡
城
の
跡

だ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
丹
生
神
社
に
「
升
形
に
月
」
の

中
山
氏
の
家
紋
が
つ
い
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
中
山
氏
の
系
図
や
年
表
な
ど
を
作
っ

て
、
写
真
を
つ
け
て
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
し
ま
し
た
ａ

こ
の
ほ
か
、
高
萩
小
学
校
六
年
生
の
梶
山
葉
月
さ
ん

と
池
田
綾
香
さ
ん
も
「
竜
子
山
城
と
松
岡
城
の
歴
史
」

に
つ
い
て
、
詳
し
く
調
べ
て
い
ま
し
た
。

｢竜子山城の歴史を探る」

#鱗

＝ 垂 認
＝ジ

写真左から、山藤香織さん、小山真

知子さん、菊池綾さん（松岡中学校

一年生）

Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
『 ー＜弐一く＜＜＜＜＜一く＜＜＜＝＜ベ－＜ ざ武一く＜＜＜くま一＜べ－＜くぎぺぎ三三＜きく＜べ ＜ぺくく I

舞
一

ぶしゆうこ

｢武州高管観寺の中藤栄祥さんが出版された
麗郡中山村の記録」です。

鐙蝋瀞鰯雛熱燃灘讓聴難
き高萩市史、松岡地理誌、松岡村誌、多賀郡史、

;茨城県史料近代政治編L
鷺

＃茨城県史、

駕#|水戸驚異料、
§水府系墓、
霧

§水戸市史、
，暑；

；北茨城市史、
癌

::飯能市史などがあります。

謝
喫
脚
關
開
聞
豚
園
認
園
騨
弗
霧
踊
瀞
津
津
樽
洋
舞
翰
騨
均
無
錦
鯉
的
蹄
拶
糀
騨
詫
押
鉾
輯
騨
紳
紗
弼
蕩
誰
羅
離
騨
押
啄
甥
鴬

卜 卜不不 半
碁塞 殿亭舞球$鍔露雛鬮蕊晶騨.簿燕謹譲謡霊蕊蕊羅罐哩守 ､､芯｡…盈翠ゴ燕 ﾖ蝿尭舞弗
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ございます｡…にご活躍を
ほうしよう

第21回市民表彰・褒賞の表彰式が、 11月22日（月）市役所で行われました。高萩市の

発展のために、各分野で活躍されているみなさんの中から、今年は市民表彰に8人、市民

褒賞に2人と3団体のみなさんを表彰して、その功續をたたえました。 識

今
で
も
璋
場
へ
出
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

現
在
、
体
調
を
く
ず
し
て
い
ま
す
が
、

体
調
の
良
い
と
き
は
、
今
で
も
道
場
へ

健
全
な
精
神
を
養
う
剣
郷
や
詩
舞
が

好
き
で
、
五
六
年
間
続
け
て
き
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
社
会
の
役
に
立
っ
た
と

つ
た
と

健
全
な
精
神
を
養
う
剣
舞
が
好
き

た
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
後
継
者
の
育

成
に
努
め
、
芸
能
文
化
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
癖
一

毒鶏

認
め
ら
れ
て
あ

も
体
が
動
く
限

こ
の
道
の
拡
大
と
後
進
の
育
成
や
吉
少

年
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

永
年
に
わ
た

や
詩
舞
な
ど
の

灘蕊
蕊蕊

励
す
る

通
し
て
、

。
今
後

士
牛
寸
ノ
。

れ
ま
し
3柴田光次郎さん

こうじろう

舞 本町

熟わらぶきたかﾈ け

瓦葺隆輔さん

安良川

7こ

ち
に

受
け
た
仕
事
は
、
誠
意
と
責
任
を

も
っ
て
、
末
永
く
残
る
よ
う
施
工
に
努

力
し
て
き
ま
し
た
が
、
う
れ
し
い
で
す

ね
。
そ
の
精
神
を
若
い
人
た
ち
に
も
受

仕
事
は
金
誠
章
と
責
任
を
も
っ
て
施
行

に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
後
継
者
の

育
成
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

常
設
委
員
・

農
業
行
政
の
伸

思
い
出
に
窪
っ
て
い
る
ゆ
う
し
よ
－
つ
橋

け
継
い
で
い
つ

農
業
を
は
じ
め
道
路
や
橋
な
ど
、
地

域
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

か
わ
ば
た

川
側
の
ゆ
う
し
ょ
う
橋
を
作
っ
た
時
の

こ
と
や
工
業
団
地
最
初
の
新
日
鍛
の
開

所
式
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
手
綱
工
業
団
地
へ
の
企
業
進
出

に
伴
い
、
企
業
と
地
元
の
連
絡
調
整
に

尽
力
、
環
境
保
全
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

露 ＃

長
と
し

《
三
二
豆
秋

の
発
展

かさいかすお

笠井一男さん

上手綱

男

上手綱た

者
を
中
心
に
し
た
ク
ラ
ブ
の
育
成
に
力

を
注
ぎ
、
公
民
館
活
動
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
一
人
ひ
と
り
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
て
、
福
祉
や
環
境
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
、
生

こ
れ
か
ら
も
一
期
一
会
の
精
神
で

私
の
活
動
に
対
し
て
、
市
民
表
彰
を

い
た
だ
き
大
変
う
れ
し
く
、
ま
た
、
恐

縮
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
期
一

会
の
精
神
で
、
み
な
さ
ん
の
お
役
に
立

識

き
が
い
の
あ
る
地

ば
良
い
と
思
っ
て

菫
委
員
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
間
、
監
事

役
員
と
し
て
、
ま
た
、
担
当
地
区
と
関

係
機
関
と
の
連
絡
を
密
に
さ
れ
な
が
ら
、

地
域
の
福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
⑤

｜
人
ひ
と
り
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

二
一
年
の
永
い
間
口
民
盟
委

鱗

員
・
児

-プ余 ／ シへ

L、 、 一〆

き 、い
れ生て

、

たけし

久保田武志さん

島名

商
工
会
が
発
足
し
た
翌
年
か
ら
理
事

に
就
任
、
混
迷
期
の
運
営
・
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。
途
中
退
任
後
、
再
び

理
事
に
就
任
さ
れ
、
商
工
会
の
伸
展
と

商
工
業
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

炭
鉱
が
閉
山
に
な
り
、
景
気
も
一
時

落
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
徐
々

に
回
復
し
て
順
調
で
し
た
。
イ
ト
ー
ョ
ー

消
防
団
を
も
つ
と
続
け
た
か
っ
た

た力

が堂
結が
果出
的店
にし
はた

良時

蔑
､、

~ず｜
ノ－

ねま
･し

ヨ
ー
カ
室
の
出
店
繕
旱
的
に
良
か
っ
た

鯉
籠
銃
謁
馨
鰹

四
九
年
に
副
団
長
と
な
り
、
消
防
の
充

実
強
化
や
団
員
の
訓
練
、
地
区
の
巡
視
、

防
火
広
報
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

た
。
消
防
団

の
で
す
が
、

昔
は
、
消
防
分
団
の
詰
め
所
が
な
く

て
、
作
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
消
防
自
動

車
が
な
く
て
、
配
車
し
て
も
ら
い
ま
し

聯
“鐡輝

#
2

驚

病を

藩
骸 爵輝灘議噂

認
》

■職■
春日町

沼田仁一さん
か
つ
た

し
た
。

よしろっ

下山田義郎さん

上手綱
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職の
おめでとう

溌
で
も
交
通
事
故
を
減
ら
そ
う
と
指
導
隊

の
仲
間
と
と
も
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

民
間
交
通
指
導
員
制
度
の
発
足
以
来
、

児
童
や
生
徒
の
立
哨
や
夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
、
交
通
安
全
教
室
の
指
導
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

副
隊
長
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

｜
件
で
も
交
通
事
故
を
減
ら
し
た
い

市
民
？

■i トシ

件
たけし

大越猛さん・高戸

昭
和
五
五
年
か
ら
、
青
少
年
相
談
員

と
し
て
青
少
年
の
非
行
防
止
・
健
全
育

成
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
在
、
青
少
年
相
談
員
協
議
会
の
地
区

班
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
の
担
い
手
と
な
る

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、
そ

し
て
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
微
力
な

が
ら
、
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

恩

:I
聯
賊
舛
恥
細
細
燃
蝉
癖
辮
鋤
軸
幡
桝 蕊灘
たかよし

大部享克さん・大能

高
萩
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会

健
康
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き
た
い

今
ま
で
地
道
に
活
動
し
て
き
た
こ
と

が
、
認
め
ら
れ
た
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
今
後
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
、
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
の
発
足
以
来
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教

室
・
大
会
な
ど
の
実
技
や
指
導
普
及
に

あ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
の
企
画
や

立
案
な
ど
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

駅
東
口
に
店
舗
を
移
転
し
て
か
ら
、

週
二
回
、
行
員
が
自
主
的
に
「
地
域
に

根
づ
い
た
、
い
ば
ぎ
ん
」
を
モ
ッ
ト
ー

地
球
奉
仕
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い

茨
城
銀
行
高
萩
支
店

~一

に
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地

域
奉
仕
と
し
て
続
け
て
行
き
た
い
で
す
。

昭
和
五
二
年
か
ら
駅
東
広
場
の
清
掃

を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平

成
四
年
か
ら
は
、
ハ
ー
モ
’
’
１
パ
ー
ク

の
一
部
も
奉
仕
活
動
と
し
て
清
掃
、
環

境
美
化
と
保
全
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

声
の
広
報
だ
け
で
な
く
、
図
書
館
で

の
読
み
聞
か
せ
や
、
養
護
施
設
・
学
校

で
の
子
ど
も
た
ち
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
、

交
流
な
ど
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

昭
和
六
○
年
か
ら
読
み
間
か
せ
グ

ル
ー
プ
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、
市
報
を

テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
、
声
の
広
報
と
し

て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

心
の
ふ
れ
あ
う
交
流
を

た
か
は
ぎ
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー

プ
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
」

’
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災害はいつ起こるか予測でき

ません万一に備えましょう

大規模な山火事を想定した総合防災訓練を実溌

今
回
の
訓
練
は
、
「
県
下
に
強
風
・

波
浪
・
乾
燥
注
意
報
、
お
よ
び
、
火
災

気
象
通
報
が
発
令
さ
れ
た
な
か
、
午
前

九
時
こ
ろ
に
下
君
田
地
区
の
山
林
内
で

出
火
し
た
火
事
が
折
か
ら
の
強
風
に
あ

お
ら
れ
、
燃
え
広
が
り
、
住
宅
地
に
延

焼
し
た
」
と
い
う
想
定
の
も
と
で
行
わ

天
候
に
恵
ま
れ
た
一
一
月
五
日
㈲
大

規
模
な
山
火
事
を
想
定
し
た
、
茨
城
県

と
高
萩
市
の
総
合
防
災
訓
練
が
、
君
田

小
・
中
学
校
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

’
○
四
の
協
力
機
関
と
二
九
の
訓
練

種
目
、
参
加
人
員
延
べ
一
、
八
三
一
一
人
、

車
両
延
べ
一
一
六
台
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

延
べ
九
機
で
、
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
模
様
を
写
真
を
中
心
に
紹
介
し
ま

す
。

れ
ま
し
た

蕊蕊菖

蕊

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
た
訓
練
で
は
、

大
規
模
化
し
た
火
事
に
対
す
る
空
中
か

ら
の
消
火
剤
の
散
布
や
、
逃
げ
遅
れ
た

住
民
の
三
階
建
て
校
舎
屋
上
か
ら
の
救

出
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

避
難
訓
練
に
は
、
緑
を
愛
す
る
少
年

隊
や
中
央
公
民
館
の
学
級
講
座
生
、
キ

リ
ス
ト
幼
稚
園
児
、
交
通
安
全
母
の
会
、

高
萩
市
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

が
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
口
に
あ
て
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
カ
ー
テ
ン
に
守
ら
れ
な
が
ら
避
難

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ン

に
よ
り
煙
の
充
満
す
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
中
の
避
難
も
体
験
し
ま
し
た
。

初
期
消
火
は
、
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協

会
日
立
地
方
支
部
に
よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消

火
や
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
の
軽
可
搬
ポ
ン

プ
で
の
消
火
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た

㈱
永
谷
園
の
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
屋
内

消
火
栓
を
使
っ
て
の
消
火
や
婦
人
消
防

ク
ラ
ブ
と
山
之
内
製
薬
㈱
自
衛
消
防
隊

避
難
訓
練

初
期
消
火
の
訓
練

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
訓
練

子どもたちも参加した避難訓練

痒
却
》

苦

の
消
火
器
に
よ
る
消
火
、
そ
し
て
、
老
一望

人
ク
ラ
ブ
と
中
央
公
民
館
の
学
級
講
座
一

生
、
交
通
安
全
母
の
会
な
ど
の
み
な
さ
一

ん
に
よ
る
バ
ケ
ッ
リ
レ
ー
に
よ
る
消
火
》一

活
動
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

筈
口

》
蕊
室
溌
懲
劉
裁
識
灘
譲
議
騨
蕊
鳳
蕊
謹
■
■
畷
藷
溺
瀞
章
＆
壱

r~秀一辰~手~～貢＝一意一宗一一貢＝篇~言一一一意一一丙＝一戸~示一示一奉云一京一＝一一~～～～～壼

(も〒＝ご了さ』ご手〒ざ会一宗二言聖‐ﾗTさ竺壼鳶些毒些一壽単一壼さ些宗当当ご早さ』皇-ラデミヱーニざﾆｰﾗ式竺乞ざﾆｰﾗｰ些一壼式些冒‐宰一ﾃ曼嬰一三一ﾐｭｰ弓-舎些_ざ上皇－－ミヱーミ砦一号_ﾐ竺一ベ坐べ三-一ﾐ坐一塁些一皇竺一一 1"』 ､､.〃プ‘ ， ，』さ'〃 、｡’ 、1., ,↑" 、T′ 、,′ 、↑′ 、.′ ‐，′ “¥′ 、,' . ,′ 、｡′ 、?′ ・ '′ ‐,′ 、'′ ‘｡.′ 、↑〃 、 ｡'
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50年前､そして今 口 上
手
綱
の
川
側
地
区
と
下
手
綱
の
松
岡

小
学
校
前
で
大
き
な
被
害

一
一
月
一
三
日
⑬
夜
半
か
ら
一
一
月
大
雨
被
害
状
況
ま
と
ま
る

一
四
日
⑧
未
明
に
か
け
て
の
大
雨
で
、

上
手
綱
の
川
側
地
区
と
下
手
綱
の
松
岡
二
月
一
四
日
⑧
大
雨
被
害
状
況

小
学
校
前
で
、
住
宅
や
車
な
ど
に
大
き
［
二
月
一
七
日
伽
現
在
］

な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
死
者
一
人
（
被
災
地
は
北
茨
城
市
）

今
回
の
大
雨
に
よ
る
降
雨
量
は
、
大
住
宅
被
害

能
地
区
で
二
六
八
ミ
リ
、
花
貫
ダ
ム
で
床
上
浸
水
一
三
棟
三
三
世
帯
、
七
○
人
）

三
○
二
ミ
リ
、
ま
た
、
消
防
署
で
は
八
床
下
浸
水
三
○
棟
三
○
世
帯
、
二
三
人
）

六
三
ミ
リ
で
し
た
。
非
住
宅

こ
の
よ
う
に
災
害
は
、
い
つ
起
こ
る

公
共
建
物
一
棟

か
だ
れ
に
も
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
そ
の
他
二
八
棟

か
ら
も
万
一
の
災
害
に
備
え
て
、
み
ん
道
路
一
六
か
所

な
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

橋
り
ょ
う
二
か
所

河
川
二
六
か
所

ふるさと

高萩人 |樫村推さん ’
としみち

樫村利道さん

I騨 有明町

福島市笹谷字桜水293

の
夢
、
敗
戦
、
そ
し
て
、
突
然
訪
れ

た
空
虚
と
静
寂
、
陸
士
や
海
兵
を

歌
っ
た
そ
の
唇
で
、
そ
っ
と
口
ず
さ

ん
で
み
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

め
て
の
土

た
が
、
そ

は
あ
ら
た

し
ま
し
た

生
涯
の
多

の
高
萩
の

狂
っ
た

年
の
春
で

町
に

引
つ

わ
が
家

が
、
日
立
市
か
ら
旧
高
萩

越
し
た
の
は
、
昭
和
一
九

し
た
。
親
類
が
多
く
、
初

地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

の
白
砂
青
松
の
美
し
さ
に

め
て
魅
了
さ
れ
る
思
い
が

。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、

く
の
友
を
得
た
の
も
、
こ

地
で
し
た
。

ほ
ど
に
一
途
な
軍
国
少
年

～

ゅ
う
し
ょ
う
橋
付
近

昭和天皇の福島県行幸の折、ご案

内係を努めた樫村さん（右端：福
島大学教授）

川
側
橋
付
近

墓
初
め
て
味
わ
っ
た
淡
い
片
思
い
、
そ

こ
ん
め
い

し
て
、
昏
迷
の
青
春
真
っ
た
だ
中
、

昭
和
二
五
年
の
春
に
、
そ
れ
が
故
郷

高
萩
と
の
決
定
的
な
別
れ
に
な
る
こ

と
な
ど
つ
ゆ
知
ら
ず
、
未
知
の
土
地
、

仙
台
へ
と
た
だ
一
人
旅
立
ち
ま
し
た
。

今
年
の
春
、
三
人
目
の
孫
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
思
う
の
で
す
。

こ
の
子
に
は
、
私
の
血
の
四
分
の
一

し
か
流
れ
て
い
な
い
。
ガ
マ
の
油
売

り
で
は
な
い
が
、
血
の
濃
さ
は
世
代

と
と
も
に
急
速
に
薄
れ
て
い
く
。
わ

ぼ
う
ば
く

が
存
在
は
、
い
わ
ば
莊
漠
の
中
か
ら

凝
集
し
、
そ
し
て
、
荘
漠
の
中
に
散
っ

、
ヲ
今
ｒ
、
ヲ
、
ヲ
、
ヲ
、
今
、
ヲ
、
ヲ
．
今
・
令
、
亨
、
今
‐
今
、
ヲ
、
ラ
ム
ノ
ム
／
、
ヲ
、
ラ
ム
〃
弓
：
ヴ
、
ヲ
、
ヲ
、
ヲ
、
旱
、
写
、
弓
、
ヲ
、
ヲ
全

自
動
車
も
一
緒
に
流
さ
れ
ま
し
た

て
い
く
。
そ
の
唯
一
、
輝
く
時
に
付

き
合
っ
て
く
れ
た
「
高
萩
」
は
、
こ

よ
な
く
い
と
お
し
い
も
の
に
思
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
今
の
高
萩

に
は
、
恐
ら
く
点
と
し
て
し
か
残
っ

て
い
な
い
。
久
し
ぶ
り
に
ニ
ュ
ー
ス

に
上
が
っ
た
故
郷
の
話
が
、
ゴ
ル
フ

場
が
ら
み
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
は
寂

し
い
限
り
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
も

た
く
ま暹

し
い
発
展
の
一
局
面
と
考
え
れ

ば
収
ま
り
も
つ
き
ま
す
。
ふ
る
さ
と

の
ま
ち
の
健
や
か
な
ご
発
展
を
、
心

か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。
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篭蕊

生活マップ口松岡小学校

み
ん
な
が
楽
し
め
る
都
市
公
園
整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す

生
家 下

手
綱
の

松
岡
児
童
公
園
が
完
成

区
館

児
童
公
園

松ヶ丘

保育園

一一一盈一>L､

み
び r

ー

都
市
計
画
課
で
は
、
都
市
計
画

道
路
の
整
備
事
業
や
都
市
下
水
路

整
備
事
業
、
松
岡
地
区
環
境
整
備

事
業
、
区
画
整
理
事
業
、
都
市
公

園
整
備
事
業
な
ど
、
都
市
の
機
能

と
景
観
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
都
市
公
園
の
一
つ
、

下
手
綱
の
松
岡
児
童
公
園
が
完
成

し
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
、
松
岡
地
区
公
民

館
の
開
設
に
伴
い
、
平
成
元
年
二

月
に
位
置
の
計
画
変
更
を
行
い
、

同
年
か
ら
用
地
の
買
収
、
お
よ
び
、

工
事
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

公
園
の
面
積
も
、
従
来
の
○
・

二
三
へ
ク
タ
ー
ル
か
ら
○
・
二
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
増
え
、
遊
戯
施
設

や
ベ
ン
チ
、
水
飲
み
場
、
植
栽
な

ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
都
市
公
園
に
つ

い
て
も
、
年
次
計
画
で
遊
戯
施
設

な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
近
、
市
内
の
公
園
な
ど
の
犬
の

ふ
ん糞

公
害
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
清
潔
な
公
園
と

し
て
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ
う

き
れ
い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

…★担当は、都市計画課です。冠23-2111内線412★

真

多弥クノク 八/z窪む

方
言
を
集
め
た
「
高
萩
の
さ
と
こ
と
ば
展
」

文
化
祭
で
活
動
の
成
果
を
発
表

“ 篭

霞周: ？

亀瀞
"r 月

高萩地方の昭和初期の方言を集めた「高萩の

さとことば展」が歴史民俗資料館で開かれまし

た。方言を知ることにより、当時の生活や価値

観がわかるこの展示会では、道具や衣装などを

写真やイラストとあわせて紹介しました。

･･･11月1日(月)～28日旧）

現在、 28団体の所属する文化協会では「生き

がいを見つけませんか」 と市民のみなさんに呼

びかけています。この文化協会主催の文化祭が

文化会館と中央公民館で開かれました。 日ごろ

の活動の成果を発表する展示や催し物に、たく

さんの人が会場を訪れました。

･･･11月3日(水)～14日旧）
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叫
踊
蛭

哩
醤
誕

設
武
“
□

吟
填
‐

'託伊
門4段恥

f今ｳ ﾛﾋ

職蕊灘鍾蕊蕊識識篭蕊鱸識蕊瀞認罐筆轆蕊識
”
１
▽

作所のゞ

率

ォ百忽患室の 零℃

置亀鼠厚ﾚｯｼｭさん琴
、 ． . ‘､ ！ ‘ 、

i

ター
1人小

野に前
瀬なの

i厚是尭
鳥いな

▲当社高萩工場の若手のホープ、

小野瀬厚さんを紹介します。彼

は、昭和51年3月16H生まれの

魚座で、身長176センチ、血液

型はA型です。▲平成3年に秋|｣l中学校を卒業、当社に勤

務しながら、高萩高校の定時制で勉強している頑張ﾚ)屋さ

んです。▲好きな食べ物は、肉よりも野菜が好きで「お母

さんの手料理ならなんでも」だそうです。

▲趣味は250c.cのバイクの整備とツーリング。スポーツは、

バスケットボールで休日を過ごしています。▲仕事は、プ

リント基板、携帯無線電話の電子部品オペレーターとして、

毎日充実した仕事をしています。▲将来の夢は、大型バイ

クのハーレーに乗って通勤し、一日も早く一人前の立派な

オペレーターになるとともに、会社の名に恥じない社会人

になりたいと話していました。

※インタビューは、職場の先輩の長嶋明さんでした。

E

’
*社名： （株）大友製作所高萩工

場糸友部英一代表取締役半所在地

：島名1645糸事業内容：クリーナ

用ホース本体および関連部品の製

造組み立て、電気芝刈り機．換気

扇・洗濯機用部品の製造組み立て、

プラスチック部品類の成形、通信

用基板およびLBP用基板、デイ

スクリート基板の実装半社風は、

誠実、努力、サービスをモットー

に社会に貢献し、社業の発展と社

員の幸福を実現することに努力し

ています。

I

鼠
穐巽鐸鐸錨尊蟻

４
７

霧
發で′

蕊

蝋辮感鑑識謹溌涛蕊蕊蕊蕊裟蕊蟻蝋

鰯ー
＝

日

第'9回市民音楽祭が文化会館で開かれました、楽 「明るい豊かなまちづくりに市産品の愛用を」
発表部門では、19団体2個人､約700人がステーー と呼びかける「第14E1高萩市いきいき産業祭」

ジに立ち、 自,|曼の歌や演奏を発表しました。ま 刀竜 と「第22回みんなの消費生活展」が、中央公民

た､鑑賞部門で蜂て蟻フイック・ハミング． 館や市民体育館､保健センターなどで開かれま
オーケストラと山舘昌代さんをゲストに親子で した。当日は、たくさんの人が会場を訪れ、常

楽しんだ、すてきな音楽祭になりました。 陸牛のステーキをはじめ、食べ物や買い物なとﾞ

･ ･･11月23日(州 を楽しみました。…11月20日(土)、 21日旧）

第
一
四
回
高
萩
市
い
き
い
き
産
業
祭
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ｌ
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１
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１
１
１
１
１
１
ｌ
ｌ
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ｌ
ｌ
ｌ
０
ｌ

一

鰯皇く篭

鼠爵
鼬寺今野･I葎

篭

＝一

I
‘

合では、だれかが必ず優勝するまでになりま

した。今年の全国空手道選手権大会では、個

人戦、そして団体戦ともに念願の初優勝を果

たすなと輝かしい成績を収めました。

空手道では、 自分に自信の持てる子どもに

成長できるようにと指導しています。空手の

１
１
１
１

｛

ー卜
し 蕊

灘
技はもちろんですが、物事やあいさつを大き

な声ではっきりと言えることや集中力の持続、

そして礼に始まり礼に終わる武道の心と、礼

節を重んじる空手道の心を学び取ってもらえ

るよう心がけて指導しています。
けいこ

＊稽古＊毎週水・士|曜日の2回、午後4時30

分から6時30分まで、 日本加工製紙㈱体育館

内の道場瀧嘉者(敬称略） ＊奥田英夫、
津谷順三、梅津滋、川村博幸

蕊

灘
ザ

灘
燕慰

＃
磯

瀞
議
懐
織

鷲

爵
…

灘

繊
溌,堅置､帯

;､＃

▲道場で稽古に励む子どもたち
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、〃全

前と
甘 ▲

口

向 り50 削
J､蝿､ fH H嗣淵nJ学型 JハU黙

作山正雄さん(安良川）

、

、

ノ
いぞろく

合艦隊司令長官山本五十六がソロモ

ン島上空で戦死と日本軍の不利な戦

況のなかで、高萩からも若い青年が

戦地へ駆り出されていきました。こ

の写真は、昭和18年、家族や近所の

みなさんに見送られながら高萩駅前

通りを駅へ向かう出征兵士を送ると

ころです。兵士の重い足どり、送る

みなさんにとっても悲しい別れです

太平洋戦争中、高萩市全体の戦

▲現在の駅前通り

高萩の商店街が形成されるのは、

明治30年に高萩駅が開設されてから

です。駅前に運送店が開業され、大

正期以降、本格的な商店街が形成さ

れてきました。
死・戦病死者数は、 477人になりま

した。 日華事変から太平洋戦争中ま

でに出征した人の正確な数字は、不

明ですが、少なくとも1,500から2,

000人にも及んだといわれています

▲昭和18年の高萩駅前通ルノ

いまから52年前の昭和16年12月8

日、 日本軍は、ハワイ真珠湾を攻撃

し、太平洋戦争に突入しました。初

戦は、 日本軍が優勢に展開しました

が、昭和18年から米・英軍の反撃が

強まり、 日本軍は、ガダルカナル島

から撤退することになりました。連

昭和20年、太平洋戦争も末期に近

づき、米軍のB29爆撃機による本土一

空萎は連日続けられ、高萩市も駅前
しよう L ,だん

商店街を中心に、焼夷弾空襲によ

り、春日町や本町、大和町の一部が

焼失しました。

戦後､商店街として復興し､昭和33

年の高萩市の商店数は488店となり

ました。昭和50年、長年営業してき

高萩駅前通り
右の写真は、左の写真と同じ場所

から撮った現在の駅前通りです。

た駅前の運送業（日立地区通運㈱）

跡地に、 イトーヨーカドーが開店し、

高萩駅前通りも改築や改装が行われ、

現在に至っています。

患錘鱗皇うじよう蕊謹愚

野口雨情や日 美術院の資料存展示蕊雪譲濡雪溌

篭歴史民俗資料館は､北茨城市が生ん
態だ童謡詩人野口雨情に関する資料や、 報

市の歴史・民俗資料を保存しています

1階には、野口雨情のほか、五浦の
いｵﾆしえ

地に近代日本美術の礎を築いた岡倉
てんし人

天心ら日本美術院の資料が展示されて

います。 2階には、炭鉱や漁業など市

の産業や民俗の歴史を語る資料がそれ

ぞれ展示されています。

琴入館料◇大人300円学生100円

~

…

f…

J■丁鐵
評
齪

"

匹二

⑬
の

/ダニ、、

■｜
ロ
■1■■

歴史民俗資料館（雨情記念館)へ窓43-4160
．

’ ’ク
ッ
キ
ン
グ

’

あ
げ
、
水
分
を
良
く
取
↓

③
胡
麻
油
を
熱
し
、

②
を
か
ら
揚
げ
す
る
。

青
ご
ぜ
ん
が
、
浮
き

上
が
っ
て
き
た
ら

網
で
す
く
い
上
げ

る
。

④
③
が
熱
い
う
ち

に
、
分
量
の
酢
に

つ
け
て
出
来
あ
が
り
。

大
豆
は
、
畑
の
肉
と
い
わ
れ
高
タ
ン
パ
ク
質
で
、

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
予
防
、
老
化
防
止
に
効
く
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
大
豆
で
も
良
い
の
で
す

が
、
出
来
あ
が
り
の
色
が
良
く
、
そ
し
て
一
味
お

い
し
い
青
ご
ぜ
ん
を
使
い
ま
し
た
。

胡
麻
の
風
味
と
青
ご
ぜ
ん
の
ほ
の
か
な
甘
み
が

あ
り
、
食
卓
の
一
品
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

①
青
ご
ぜ
ん
は
、
水
で
良
く
洗
い
、
一
晩
水
に
つ

け
て
お
く
。

②
一
晩
水
に
つ
け
て
お
い
た
冑
ご
ぜ
ん
を
ザ
ル
に

こ
ま

胡
麻
風
味
の
酢
大
豆

瀬
谷
玲
子
さ
ん
（
秋
山
）

二

勺
一

－－一声津…畷
一

〆一
勢

＃跡

材料：大豆（冑ごぜん） 1カップ
漬け物酢（無いときは酢に塩
を少々） 1カップ

胡麻油 4009
掴輔
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誕kB軸〈〃

澗
柳
識

紫

磯

諺

一
階
○
・
へ
《
〈
へ
（

支部の第6回親睦フライング・

ディスク・ゴルフ大会が、大

心苑で開かれました。このス

ポーツは簡単にでき、大人か

ら子どもまで約7()人が参加し

ました。終了後は豚汁が用意

され、 にぎやかで楽しい一時

となりました。…10月31日旧）

撮影は、佐藤利夫さん・高萩

『作って瀧ぼう』で楽心い－園

E李謬､一

第17回珂北高等学校バレー

ボール大会･"市民･高萩高校･松丘

高校体育館/11月3日㈱から4日嗣
■
■
ｒ
曲
げ
画
、
、
〃
ｋ
卜
冊
魂
ｑ
４
Ｐ
ｒ
Ｄ
，
』
『
卜
く
イ
、
』
ア
』
号

仲野榮寿さん

（高萩）

謝
謝
〆
煮
渕
蝿
斑
極

第20回市民卓球大会
罰

松岡幼稚園で親子教室「作

って遊ぼう」が開かれました

竹とんぼや杉デッポウなどを

おじいさんやおばあさんに教

わりながら、親子で一生懸命

に作っている姿は輝いていま

した。お昼は、お母さんたち

が作った豚汁とおにぎりを食

べて楽しい一円を過ごしまし

た。…11月201=|仕）

･市民体育館/11月14日旧）

第2位
¥

優勝
～ F㎡ガイ

頁肛| @M搬組高橋･星組男子 ＝

大部･朧井組阿内･空地組女子

溌蝿
章
膨
志
鰹
《
淑
痴
竺
挙

識断‘",淵ｸﾗﾌﾞ 星…磯原日ヨヱー
フコ」

グ
ル
ス 蜘"‘高綱ﾉ（1門．"高綿ﾉ｛女子

村山京子さん

（下手綱）

認

(敬称略）
鍵鵜議譲驚灘

撮影は、

一一毎…た蝿や'鐸…斡矧……

のり

大都紀子さん・松岡幼稚園

〈
蝋
魂
穆
竿
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通学路鋤溝濡活動
蜘
醗
盤
裡
鰯
閃
固
阿
西

歩行中や車からの缶の投

げ捨ては、やめてほしいで

すね。 1年生全員で学校周

辺の通学路を清掃したとこ

ろ、空き缶がたくさん集ま

りました。清掃活動は、周

辺がきれいになり気持ちが

良いし、みんなで参加でき

るので、楽しい時間でもあ

りますね。…10月26日(ｿ0

撮
影
は
深
谷
征
雄
さ
ん
・
松
丘
高
校

環鏡を守るために何ができるか

文化祭のH、 「環境を守

るために、ぼくたちは何が

できるか」をテーマに、環

境フォーラムパネルディス

カッションを開きました。

各クラスの発表の多くは、

リサイクルの活用と普及の

大切さを訴え、出来ること

から実行しようと呼びかけ

ていました。…].1月7日(H)

｢溌城鯵太鼓』で大和太識姦披露

結成4年目の大和太鼓で

は、技術の向上と太鼓愛好

者の親睦を図ろうと、今年、

県太鼓連盟に加入し、水戸

市民会館で開かれた第8回

茨城の太鼓に川演しました。

太鼓の節を覚えるのが大変

だった当初に比べ、近ごろ

は、週一回の練習が待ち遠

しいです。…10月30H出

高鋤鮫溌鋼鯰鴎割5麟瀧鎖

式典 ビーチガーデンで開かれ

た交通安全母の会25周年の

式典に出席し“交通安全は

家庭から'，の重要性を再認

識しました。諸先輩の努力

の成果を受け継ぎ、今後も
りっしよう

立哨活動なと§を通して運

転者や子どもたちに、交通

安全を呼びかけていきたい

ですね。…11月13日(t)

25周年

夢｡⑳．
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磯燃鍵

霧
苫嚥

鍵鯵

’ 凝鞠､
ﾄ嵩畳

◎市役所……

・テレフオンサ

S23-2111

ビス市政案内 丑23－1151，1152

今耳､欄建セン9-Z" Iま
第
一
九
回
新
春
高
萩

市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

市
民
体
育
館
窓
二
三
Ｉ
二
五
五
二

と
き
平
成
六
年
一
月
三
○
日
側

開
会
式
午
前
九
時
か
ら
市
民
体
育

館
前

コ
ー
ス
市
内
一
円

出
場
資
格
市
内
に
居
住
ま
た
は
市

内
に
勤
務
、
通
学
し
て
い

る
人
・
市
外
の
人
は
、
オ
ー

プ
ン
参
加
で
き
ま
す
。

種
目
別
二
町
、
五
加
、
一
○
町

参
加
費
一
般
、
親
子
、
オ
ー
プ
ン

…
一
、
五
○
○
円

小
・
中
・
高
校
生

．
：
三
○
○
円

申
込
期
間
参
加
費
を
添
え
て
平
成

六
年
一
月
二
日
㈹
ま
で

(､3んな健診･を実瓶しまL,に〆
へ
一

I

市
民
体
育
館
愚
二
三
伽
二
五
五
二

と
き
平
成
六
年
一
月
五
日
㈱
か

ら
六
日
附

と
こ
ろ
山
形
県
米
沢
市

「
米
沢
ス
キ
ー
場
」

内
容
親
子
で
楽
し
む
ス
キ
ー
入

門
教
室

対
象
小
学
生
以
上
の
子
と
親

募
集
人
員
二
○
組
（
四
○
人
…
定

員
を
超
え
た
時
は
抽
選
）

受
講
料
親
子
で
二
五
‘
○
○
○
円

申
込
期
間
受
講
料
を
添
え
て
一
二

月
七
日
㈹
か
ら
一
七
日
闇

ま
で
に
。

親
子
ス
キ
ー
教
室

保
育
所
に
入
る
お
子
さ
ん
へ

福
祉
蕊
務
新
訂
・
識
瀞
Ⅷ
嬢
謹
二
慰
五

来
年
の
四
月
か
ら
、
保
育
所
（
園
）

に
入
る
お
子
さ
ん
の
受
け
付
け
を
行

I

J｝なさ人のc､‘才！1用．こ"協力

」

j) 1ji'，､bこ$'3｣'いました￥…

釆弄も､唾康！曼弓tつけて
よし､j,､写せ…． ／r､あれ？

／一
い
ま
す
ｃ

受
付
期
間
平
成
六
年
一
月
一
七
日

側
か
ら
三
一
日
側
ま
で

で
、
土
・
日
曜
日
を
除
き

ま
す
。

受
付
場
所
福
祉
事
務
所
社
会
係

申
請
書
類
も
社
会
係
で
交

付
し
ま
す
。

募
集
人
員

＊
入
所
・
園
の
基
準
や
保
育
料
な
ど

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
。

鱈
蕊
民
俗
鐵
溌
霞
蕊
巽
三
砥
七
壁
二
気
》
一
誌

長
久
保
赤
水
の
天
体
図
を
使
っ
て
、

星
を
見
る
会
を
開
き
ま
す
。
今
回
の

観
測
対
象
は
、
オ
リ
オ
ン
大
星
雲
と

す
ば
る

昴
で
す
。

と
き
平
成
六
年
一
月
一
五
日
出

午
後
七
時
三
○
分
か
ら
九

時
＊
雨
や
曇
り
の
場
合
は
、

一
六
日
仰

と
こ
ろ
図
書
館
東
側
駐
車
場

募
集
人
員
五
○
人
（
小
学
生
以
下

は
、
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

申
込
期
間
電
話
で
、
一
二
月
一
五

日
伽
か
ら
二
五
日
出
ま
で

長
久
保
赤
水
の
天
体
図
を

使
っ
て
星
を
見
る
会

第
一
○
期
生
電
話
相
談
員

社
会
福
祉
法
人
茨
城
い
の
あ
の
電
話

弾
逓
○
屋
誕
八
蹴
謹
二
薮
八
鐙
○
五

毎
Ｈ
、
一
Ｈ
も
休
ま
ず
二
四
時
間

の
電
話
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
茨
城

26
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い
の
ち
の
電
話
で
は
、
そ
の
相
談
を

受
け
る
相
談
員
養
成
の
た
め
の
講
座

を
開
講
し
ま
す
。

募
集
人
員
三
○
人

対
象
二
三
歳
か
ら
六
○
歳
の
人

で
、
学
歴
や
職
業
、
性
別

を
問
い
ま
せ
ん
。

期
間
平
成
六
年
四
月
か
ら
二
年

間

一
年
目
の
内
容
毎
週
土
曜
日
の
午

後
二
時
か
ら
四
時
三
○
分

ま
で
で
、
講
義
と
グ
ル
ー

プ
学
習
。

二
年
目
の
内
容
電
話
相
談
の
実
習

開
始

会
場
つ
く
ば
市
学
園
地
区
内

受
講
料
三
五
‐
○
○
○
円

申
込
期
間
所
定
の
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
平
成
六
年
二
月
二

一
日
側
ま
で
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
ま
ち
で
生
の
舞
台
を

北
茨
城
子
ど
も
劇
場

↑
亜
、
念
恥
四
三
ｉ
画
一
八
○

〆 、

ひとりぽっちで悩まずに

茨城いのちの電話にどうぞ…

＊つくば市＊

盆0298-55-1000

相談受付は、毎日24II寺間

＊水戸市＊

恋0292-55-1000

札I談受付は､毎日午後1時から5時

名前を言う必要はあ|りません。

秘密はかたく守られます。

、 ノ

市
税
は
口
座
振
替
の

ご
利
用
を

や

ｆ

辞

、

税

務

課

内

線

二

○

四

○
便
利
で
確
実
で
す

納
税
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
お
出

か
け
に
な
る
必
要
が
な
く
、
便
利

で
す
。
納
付
言
を
な
く
し
た
り
、

税
務
課
内
線
二
○
五

家
屋
の
取
り
壊
し
を
し
て
、
家
屋

の
滅
失
届
を
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、

一
二
月
二
四
日
㈱
ま
で
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
し
ま
せ

ん
と
、
そ
の
ま
ま
固
定
資
産
税
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
税
務
課
に
あ

り
ま
す
家
屋
の
滅
失
届
の
用
紙
に
記

入
し
て
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
を
壊
し
た
ら

届
け
出
を

会
で
は
、
子
ど
も
と
大
人
が
、
一

緒
に
感
動
す
る
場
を
た
く
さ
ん
つ
く

り
た
い
と
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

だ
れ
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

｜
劇
場
」
は
、
会
員
制
で
、
会
費
を

出
し
合
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

入
会
金
三
○
○
円

月
会
費
九
○
○
円

灘
錬

～；

’
1

※
ゴ
ミ
の
収
集

一
二
月
は
、
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
ど

お
り
三
○
日
附
ま
で
収
集
し
ま
す
。

年
末
は
大
量
に
ゴ
ミ
が
出
ま
す
の
で
、

一
度
に
出
さ
ず
計
画
的
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ゴ
ミ
の
収
集
は
、
平
成
六

年
一
月
四
日
㈹
か
ら
に
な
り
ま
す
。

※
自
己
搬
入
の
ゴ
ミ
の
受
け
付
け

一
二
月
二
六
日
は
日
曜
日
で
す
が
、

平
常
ど
お
り
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

午
前
八
時
三
○
分
か
ら
午
後
四
時
ま

で
に
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
二

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
の
収
集

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

丑
二
三
’
六
八
八
六

つ
い
う
っ
か
り
納
付
を
忘
れ
た
り

す
る
こ
と
が
な
く
、
納
期
限
ま
で

に
確
実
に
納
付
さ
れ
ま
す
。

○
取
り
扱
い
で
き
る
税
金
は

市
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金

○
全
期
前
納
も
で
き
ま
す

口
座
よ
り
一
括
し
て
年
税
額
を

引
き
落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
税
務
課
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
）

○
取
り
扱
い
金
融
機
関
は

郵
便
局
を
除
く
市
内
の
金
融
機
関

○
手
続
き
は

用
紙
（
市
税
等
預
金
口
座
振
替

依
頼
書
）
は
、
市
内
の
金
融
機
関

や
税
務
課
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

”
；
職
員
課
内
線
二
五
二

市
役
所
の
業
務
は
、
一
二
月
二
九

日
伽
か
ら
平
成
六
年
一
月
三
日
側
ま

で
、
年
末
年
始
の
休
み
に
な
り
ま
す
㈹

た
だ
し
、
こ
の
期
間
中
の
午
前
八
時

三
○
分
か
ら
午
後
五
時
一
五
分
ま
で
、

婚
姻
・
出
生
・
死
亡
届
に
限
り
受
け

付
け
ま
す
。

市
役
所
の
業
務

七
日
側
か
ら
三
○
日
附
も
平
常
ど
お

り
受
け
付
け
、
平
成
六
年
は
、
一
月

四
日
㈹
か
ら
に
な
り
ま
す
。

※
持
ち
込
む
と
き
の
注
意

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
手
間
取
ら

な
い
よ
う
に
可
燃
物
や
不
燃
物
、
資

源
物
、
粗
大
ゴ
ミ
の
四
種
類
に
分
け

て
降
ろ
せ
る
よ
う
に
積
ん
で
き
て
く

だ
さ
い
。
分
け
方
は
、
ゴ
ミ
分
別
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
収
集
で
き
な
い
も
の

タ
イ
ヤ
や
廃
油
、
大
量
の
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
は
、

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

一

職'認
Ｑ
２
左
折
の
合
図
を
行
う
時

期
は
、
左
折
の
行
為
を
し
よ
う

と
す
る
と
き
の
三
秒
前
で
あ

る
。

○
か
×
か
？

Ｑ
３
上
り
坂
の
頂
上
付
近

は
、
徐
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

○
か
×
か
？

Ｑ
１
長
時
間
運
転
す
る
時

は
、
二
時
間
に
一
回
く
ら
い
は
、

休
息
を
と
る
と
よ
い
。

○
か
×
か
？

師
走
に
入
り
ま
し
た
が
、
車

を
運
転
す
る
み
な
さ
ん
は
、
余

裕
を
持
っ
て
運
転
し
て
く
だ
さ

い
。
と
こ
ろ
で
、
次
の
運
転
ル
ー

ル
は
、
ご
存
じ
で
す
か
？

■

解答は、 28ページの下欄をご覧〈ださ’
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じかん 秘
書
課
内
線
二
四
一

新
年
の
名
刺
交
換
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
年
名
刺
交
換
会

花
貫
衛
生
セ
ン
タ
ー

盆
二
二
’
四
三
一
八

し
尿
の
く
み
取
り
は
、
早
め
に
次

の
収
集
会
社
に
、
直
接
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
し
尿
の
収
集
は
、
一
二
月

三
○
日
附
ま
で
で
、
平
成
六
年
一
月

五
日
伽
か
ら
開
始
し
ま
す
。

＊
高
萩
清
掃
社
冠
二
二
－
二
六
五
三

＊
飯
島
清
掃
社
丑
二
二
－
二
二
六
三

＊
十
王
清
掃
盆
三
二
－
五
五
○
五

し
尿
の
く
み
取
り
：
：

1月の圓圓当冒目
I

午前9
1

〉

午後4

00

00

一

と
き
平
成
六
年
一
月
六
日
嗣

午
前
一
一
時

と
こ
ろ
文
化
会
館

会
費
一
‐
五
○
○
円

（
当
日
払
い
）

申
込
先
毒
三
一
八
高
萩
市
本
町

一
－
一
○
○
市
長
公
室

秘
書
課

申
込
期
間
一
二
月
一
五
日
㈱
ま
で

に
、
住
所
、
お
名
前
、
職
業
、

勤
務
先
、
電
話
番
号
を
は

が
き
に
書
い
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

献
血
感
謝
デ
‐
‐
Ⅷ
！

保
健
セ
ン
タ
ー
冠
二
四
’
二
’
二
一

移
動
献
血
車
に
よ
る
献
血
を
行
い

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
こ
の

日
は
、
日
ご
ろ
の
献
血
へ
の
ご
協
力

に
対
し
ま
し
て
、
そ
の
感
謝
を
込
め

て
ポ
ー
ル
ペ
ン
や
風
船
な
ど
の
粗
品

を
も
れ
な
く
差
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
献
血
を
申
し
込
ま
れ
た

人
を
対
象
に
抽
選
会
を
開
き
ま
す
。

と
き
平
成
六
年
一
月
九
日
⑧
午

前
九
時
三
○
分
か
ら
午
後

四
時

と
こ
ろ
イ
ト
ー
ョ
ー
カ
ド
ー
前

教
育
委
員
会

平
成
六
年

一
○
時
か
ら

成
人
式

、

ご

屯

、

七

藍

卜

恋
二
三
’
一
一
三
一

月
一
五
日
出
の
午
前

文
化
会
館
で
、
第
四

－－へ
一

、

○
回
成
人
式
を
開
き
ま
す
。
今
回
も
、

県
下
一
体
と
な
っ
て
、
簡
素
化
運
動

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
華

美
な
服
装
を
避
け
て
、
平
素
の
服
装

で
の
式
典
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
る
人
は
、
昭
和
四

八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
九
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

成
人
さ
れ
る
人
に
は
、
直
接
は
が

き
で
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
市
出
身
者
で
帰
省
し
て
い
る

人
や
通
知
も
れ
の
あ
っ
た
成
人
該
当

者
の
み
な
さ
ん
に
も
、
出
席
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

庶
務
課
内
線
三
一
二

工
業
統
計
調
査
は
、
「
工
業
の
国

勢
調
査
」
と
も
い
え
る
も
の
で
、
明

治
四
二
年
か
ら
、
毎
年
一
二
月
三
一

日
現
在
で
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

み
な
さ
ん
の
事
業
所
に
も
、
県
か

ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、
う
か
が

い
ま
す
の
で
、
年
末
年
始
の
お
忙
し

い
と
こ
ろ
お
手
数
で
す
が
、
工
業
統

計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

工
業
統
計
調
査
の
日

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら

手
続
き
を

保
険
年
金
課
内
線
二
三
三

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
病
院
に
か

か
る
場
合
、
無
料
で
診
察
を
受
け
ら

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん

～
ノ

ノ Fヘ

ー
が
生
ま
れ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
医
療
福
祉
制
度
は
、
所
得
制

限
が
あ
り
、
前
年
度
の
所
得
額
が
一

定
額
以
下
で
な
く
て
は
該
当
に
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
制
限
額
に
つ
い
て
は
、

扶
養
人
数
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

＊
持
参
す
る
も
の

・
印
か
ん

・
健
康
保
険
証
（
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
の
名
前
が
記
入
さ
れ
て
い
る
も

の
）

・
所
得
証
明
書

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、

前
の
住
所
地
の
市
町
村
か
ら
取

り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
赤
ち
ゃ
ん
が
一
月
か
ら
六
月
生

ま
れ
で
、
平
成
四
年
一
月
一
日

現
在
、
高
萩
市
に
住
所
が
な

か
っ
た
人
。

●
赤
ち
ゃ
ん
が
七
月
か
ら
一
二
月

生
ま
れ
で
、
平
成
五
年
一
月
一

日
現
在
、
高
萩
市
に
住
所
が
な

か
っ
た
人
。

茨
城
県
立
北
茨
城
養
護
学
校

Ｂ
四
一
一
一
－
二
六
二
二

養
護
学
校
は
、
心
身
障
害
の
状
態
、

そ
し
て
発
育
段
階
や
特
性
に
応
じ
、

よ
り
よ
い
環
境
を
整
え
て
、
子
ど
も

の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
て
い

体
験
入
学
し
ま
せ
ん
か

軽
油
引
取
税
の
改
正

高
萩
県
税
事
務
所恋

二
二
－
二
五
八
六

軽
油
引
取
税
が
、
一
二
月
一
日
伽

か
ら
七
・
八
円
上
が
り
、
一
リ
ッ
ト

ル
三
二
・
一
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
税
は
、
み
な
さ
ん
の
生
活
道
路
の

整
備
や
新
設
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

半
ペ
ソ
○

ま
す
。
さ
ら
に
、
積
極
的
に
社
会
参

加
で
き
る
人
づ
く
り
を
進
め
、
特
別

な
配
慮
の
も
と
に
、
手
厚
い
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
体
験
入
学
の

機
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
学
校

生
活
の
実
状
を
、
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ

い
○と

き
・
一
二
月
一
五
日
㈱

午
前
九
時
か
ら
正
午

・
平
成
六
年
三
月
四
日
㈱

午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時

と
こ
ろ
北
茨
城
養
護
学
校

交
通
・
Ｊ
Ｒ
・
・
南
中
郷
駅
下
車
、

徒
歩
七
分

・
バ
ス
：
・
南
中
郷
駅
入
り
口

下
車
徒
歩
三
分

対
象
平
成
六
年
四
月
に
就
学
予

定
の
心
身
に
障
害
を
持
つ

子
と
そ
の
保
護
者

用
意
ス
リ
ッ
パ
と
筆
記
用
具

参
加
の
有
無
実
施
日
の
一
週
間
前

ま
で
に
電
話
で
ど
う
ぞ
。

x (30n,手前）
〆ー、

L_ノOQ2 Q311ズの解答です＊27ページの交通 Q］

鯛
一

2日

9日

16日

23［’

)0日

石 病院

滝川医院

十干医院

高萩それいゆ病院

高萩病院

諸原医院

東本町

春日町

-'一王町

上手綱

秋 山

ロ 1コF可 ノ

恋23－1711

恋23－310(）

壷

盆
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恋23－3113

2-3266
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税
務
課
内
線
二
○
三

高
萩
県
税
事
務
所冠

二
二
’
二
五
八
六

税
は
、
み
な
さ
ん
が
公
平
に
負
担

さ
れ
、
各
税
の
納
期
ご
と
に
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
災
害
な
ど
に
よ
り
被
災

し
て
、
著
し
い
損
害
を
受
け
て
、
納

税
が
困
難
な
状
況
に
な
ら
れ
た
人
に

つ
い
て
は
、
地
方
税
（
県
税
や
市
税
）

の
制
度
の
な
か
で
、
い
ろ
い
ろ
な
救

済
措
置
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

徴
収
の
猶
予
や
期
限
の
延
長
、
税
の

軽
減
、
免
除
な
ど
で
す
。
詳
し
い
制

度
の
内
容
や
そ
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

税
務
課
や
高
萩
県
税
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
交
通
事
故

防
止
県
民
運
動

災
害
と
税

市
民
活
動
課
内
線
二
六
二

年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年
会

な
ど
で
飲
酒
の
機
会
が
増
え
ま
す
が
、

飲
酒
運
転
な
ど
は
絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
で
安
全
運
転
を
お

願
い
し
ま
す
。
年
末
年
始
の
交
通
事

故
防
止
県
民
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

『
ゆ
く
年
く
る
年
笑
顔
で
お
く
ろ

う
交
通
安
全
』
で
す
。
運
動
期
間

は
、
一
二
月
一
○
日
㈱
か
ら
平
成
六

年
一
月
一
○
日
側
ま
で
で
す
。

’

高
萩
郵
便
局
ａ
二
二
－
一
二
○
○

郵
便
局
で
は
、
一
二
月
一
五
日
伽

か
ら
年
賀
は
が
き
の
取
り
扱
い
を
開

年
賀
状
は
一
二
月
二
四
日

園
ま
で
に

駅
前
に
有
料
駐
輪
場
を

開
設

Ｊ
Ｒ
バ
ス
高
萩
営
業
所

盆
二
二
－
三
一
七
七

高
萩
駅
と
高
萩
郵
便
局
の
間
に
、

有
料
駐
輪
場
を
一
二
月
下
旬
か
ら
開

設
し
ま
す
。
月
極
め
駐
輪
場
や
時
間

駐
輪
場
と
し
て
ご
利
用
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
料
金
や
ご
利
用
時
間
な
ど

に
つ
い
て
は
、
高
萩
営
業
所
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼安心を手から手へ▼国民年金…⑨

20歳以上で60歳

未満のサラリーマ

ンの奥さんで、ご

主人の健康保険の

扶養者になってい

る人は、国民年金

の第3号被保険者

となります。

届けはお済み

ですか？

～

現在、第3号被保険者の人は、ご主人が加

入している厚生年金や共済組合から制度全体

として、負担する仕組みになっているため、

保険料を納める必要がありません。

でも、ご主人が就職や転職なと､をしたとき、

市の国民年金係に届け出をしてください。届

け出をしないで、そのままにしている人は、

国民年金保険料を滞納していると見なされ、

将来、老齢・障害・遺族年金が、受給できな

いことがあります。届け出をしていない人は、

いますぐに手続きをしましょう。

＊こんなときは、必ず届け出を

．ご主人が会社などを退職したとき

．ご主人が会社などに就職し、その扶養に

なったとき

．ご主人が会社などを変わったとき

＊手続きのときに持参するもの

．ご主人の保険証（奥さんが扶養になり、

保険証に入ったもの）

・奥さんの年金手帳

･印かん

際
に
は
、
「
高
萩
市
」
、
「
茨
城
県
」
、
「
そ

の
他
の
都
道
府
県
」
の
三
方
面
に
分

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
束
ね
て
出
し
て
く

く
だ
さ
い
。

今
年
も
一
二
月
二
四
日
㈲
ま
で
に

出
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
の
中

か
ら
、
応
募
券
に
よ
り
抽
選
（
平
成

六
年
一
月
中
旬
）
で
、
『
毛
が
に
』

の
小
包
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ま

た
、
み
な
さ
ん
の
郵
便
物
の
取
り
扱

い
に
は
、
日
々
、
十
分
注
意
を
払
っ

て
い
ま
す
が
、
表
札
や
郵
便
受
け
の

箱
が
な
い
家
庭
が
あ
り
、
郵
便
配
達

に
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
郵
便
受

始
し
ま
す
。
年
賀
は
が
き
を
元
旦
に

お
届
け
す
る
た
め
に
は
、
な
る
べ
く

一
二
月
二
四
日
㈱
ま
で
に
お
出
し
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

年
賀
は
が
き
を
お
出
し
い
た
だ
く

日
立
電
鉄
㈱
高
萩
営
業
所

恋
二
二
’
三
○
’
八

路
線
バ
ス
料
金
用
と
し
て
ご
利
用

い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
回
数
券
に
換

わ
り
、
「
バ
ス
カ
ー
ド
」
が
登
場
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
回
数
券
は
、
一

年
以
内
に
廃
止
の
予
定
で
す
。

こ
の
バ
ス
ヵ
ー
ド
は
、
日
立
電
鉄

㈱
の
各
営
業
所
の
窓
口
で
発
売
し
て

い
ま
す
。
バ
ス
の
車
内
販
売
は
、
一

回
数
券
が
バ
ス
カ
ー
ド
に

替
わ
り
ま
す

け
の
箱
が
な
い
と
、
郵
便
物
が
汚
れ

た
り
傷
つ
い
た
り
す
る
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。
表
札
や
郵
便
受
け
の
箱
を
設

置
し
て
い
な
い
家
庭
で
は
、
設
置
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

保険年金課 窓23-2111内線232

歴
史
民
俗
資
料
館
泌
Ⅲ
謝
翻
侭
”

壷
二
三
－
七
二
二
九

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
開
館
一

○
周
年
を
記
念
し
て
、
「
長
久
保
赤

水
資
料
展
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

と
き
一
二
月
二
五
日
出
ま
で
。

た
だ
し
、
月
曜
日
と
二
三

日
附
は
休
館
。

と
こ
ろ
歴
史
民
俗
資
料
館

入
館
料
無
料

藤
一

二
月
二
○
日
側
か
ら
で
す
。

バ
ス
ヵ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
は
、
磯

原
営
業
所
を
除
く
高
萩
・
日
立
南
・

神
峰
営
業
所
で
取
り
入
れ
て
い
ま
す

バ
ス
カ
ー
ド
は
、
乗
る
と
き
と
降
り

る
と
き
に
バ
ス
車
内
の
機
械
に
通
し

て
運
賃
を
支
払
う
仕
組
み
で
す
。
子

ど
も
や
割
引
運
賃
適
用
者
、
二
人
以

上
で
利
用
す
る
場
合
に
は
、
降
り
る

と
き
カ
ー
ド
を
通
す
前
に
、
そ
の
こ

と
を
乗
務
員
に
お
話
く
だ
さ
い
。
だ

だ
し
、
高
速
バ
ス
や
他
社
の
バ
ス
に

は
、
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

『
長
久
保
赤
水
資
料
展
』 津
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君田中が環境美化教育・
実践優良校として受賞

まみ

佐藤里奈さんがI
E

1 栗原真己
(高萩)が

日本学書

で特選

'93ミス･グリーンふるさとに
穣

石滝の佐藤里奈さんが、 (1M)グリー

ンふるさと振興機構の『‘93ミス・

グリーンふるさと』に選ばれました。

応募総数49人の巾から3人選ばれ、

その1人が佐藤さんです。佐藤さ

んは、来年の9月までグリーンふる

さと|巻’ （県北西部地域18市|II]村）の

美しい自然や歴史、特産物、味覚な

一等 -､、どを、県内外に広く紹介するガイド

一役として活躍されます。

君田中学校が、 11月に㈹食品容器

環境美化協会会長から環境美化教

育・実践優良校として表彰されまし

た。君、中は、 14年間、公園やキャ

ンプ場、道路などの公共的な場所の

清掃を実施してきました。 また、緑

を愛する少年隊の活動として土岳山

の清掃や森林愛護の看板を立てるな

と'、 これらの継続した柄動が認めら

れ、今回の'受賞となりました。

高萩高校3年の栗原真己さんの書

が、第40回日本学書展仮名の部で特

選に選ばれ、 11月23日(ｿQ表彰されま

した◎栗原さんは、 10月に開かれた

全国高等学校耆道展でもll位という

成績の持ち主ですが、耆道は高校入

学してから本格的に始めました○｢耆

体の特徴を良くとらえ、集中力のあ

る子」 と、書道部の朝日先生もその

実力のほと・を認めています。

〆〆 、 、

県青少年相談員が韓国を視察研修 税に関する表彰

…堂塗蕊
熟#鱗

蝿
ｊ
が
、
二
月
一
○
Ｈ
伽
日
立
商
工
会
議
所
で
行
わ

譲
れ
、
作
文
の
部
三
人
、
標
語
の
部
七
人
が
表
彰
さ

〆
れ
ま
し
た
。
特
に
、
松
丘
高
校
三
年
の
佐
藤
鉄
平

／さ
さ
ん
の
作
文
『
税
の
有
り
難
さ
』
は
、
関
東
信
越

平
国
税
局
長
賞
を
受
賞
し
、
そ
の
内
容
が
税
の
通
信

識
誌
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た
標
語
は
、
来

佐
年
度
の
税
務
課
用
の
郵
便
封
筒
に
掲
載
し
広
く
紹

介
し
ま
す
。

茨
城
県
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
が
、
一

○
月
一
八
日
側
か
ら
一
二
日
附
の
三
泊
四
日
で

大
韓
民
国
（
以
下
韓
国
）
を
訪
れ
、
市
か
ら
は
、

青
少
年
相
談
貝
の
根
本
昇
さ
ん
（
島
名
）
と
細

金
次
夫
さ
ん
（
赤
浜
）
、
佐
原
美
知
子
さ
ん
（
島

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
来
年
度
か

ら
韓
国
へ
の
視
察
研
修
を
正
規
な
事
業
に
す
る

た
め
、
連
絡
協
議
会
の
役
員
を
中
心
と
す
る
韓

国
訪
問
で
し
た
。

視
察
の
対
象
は
、
韓
国
の
青
少
年
が
、
親
や

家
族
を
大
切
に
す
る
心
や
社
会
奉
仕
に
前
向
き

で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
実
状
視
察
す
る
こ
と
で

選
ば
れ
ま
し
た
。
「
ソ
ウ
ル
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
配
慮
で
、
ソ
ウ
ル
青
少
年
指
導
育
成
会
と

の
話
し
合
い
や
、
韓
国
少
年
院
の
矯
正
教
育
な

ど
を
視
察
で
き
、
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。
」
と

根
本
さ
ん
ら
三
人
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

》
百

一

匙

一
／
談

平
成
五
年
度
の
優
良
納

税
貯
蓄
組
合
及
び
納
税
功

労
者
の
表
彰
式
（
写
真

上
）
が
、
二
月
一
九
日

㈱
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
一
五
の
団
体
と
一
○

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
五
年
度
『
税

に
関
す
る
作
文
・
標
語
』

の
表
彰
式
（
写
真
下
）

ノ、 ノ

回文化会館ホールの催事回
文
化
会
館
冠
二
三
’
七
四
二

見
て
！
聞
い
て
！
楽
し
ん
じ
ゃ
お
Ｉ

文
化
会
館
ガ
イ
ド

12月19日旧）
寺田悦子ピアノ
リサイタル

平成6年
2月27（日）
細川たかし

入場方法

招待者

関係者

関係者

関係者

、、日
、

12 17日淵
月 18[|出

1 6BIW
月 l5H出

主催者

東京甑力'槻

l'と§も排ル

開演時間

'1豐後6時

'| :後2時

ﾉ| 息仙11時

'|"2 IillO時

もよお し もの

ふれあい､ソアーコンサートTEPCO

人形劇｢申の色は空の色」

名刺交換公

弗40回高蔽' |J成人式

｜

’

シヨー 開演午後2時

入場料(全自由）
÷A

高秋| ］

高款' |］
前売券発売牛

2,000円

高校生以下1,500円

開演午後6時

入場料（全席指定

S席5,500円

A席5,000円

★プレイガイド★

田所書店、仲屋書店、 Yショップサカモト ・高萩イ

ンター店、 コミュニティストア上島名ねもと .高浜や

おけん。川上かねこ （十王)、ピアノマート （磯原)、日

立市民会館、 日立シビックセンター、文化会館、"~~ , ' ☆前売券発売は12月12日旧)からi従市民会館、 日立シビックセンター、文化会館

※おわびと訂正※1 1月号に掲載の｢寺田悦子ピアノリサイタル｣の入場料に誤りがありましたので 再掲載’ びしますておオ
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園一一
一

蒜砿： 自
分
を
再
発
見
す
る

誉
訓

○ 記

、ｒ
、 竜罰、 ノ

恥

氏

毎

，

ロ

も

可
・
Ｔ
Ｊ

Ｔ
ｗ

八
？

手

、
1 ､
ﾛ。
■､

' ■

ih，
､片』

社会福祉へ

蕊
JR高萩駅(6,697円）

中央公民館高齢者大学軽スポーツクラブ

(13,000円）公民館まつりのバザー益金の

むつみ手芸クラブ（3ｻ000円）

公民館まつりのバザー益金の一部

向洋台子と､も会(10,000円）バザー益金の一部

高萩山野草会(10,00()円）

秋季山野草展チャリティー寄付として

暁風流本部(5q000円）暁風流吟道感謝の集い

U-N :#
；鶴1
．耐*

浦の基礎であ ．蝿

について､科蕊

隠繼篝
､ 自分の個性競
う管理栄養士謎

.:j人,

科教諭なとぐと ’卿

捕らえ、 日々

ら学んでいま

、 自分の個性

う管理栄養士

科教諭などと

本学では、人間の4

“食・健康・栄養，，

学的、 または文化的I〈

の生活と密着させな力

す。学生一人ひとり力

を最大限に′tかせる」

や臨床検査技師、家匠

いった資格を取得し、

で「健康や栄養に関す

文化的に

させなが

ひとりが

かせるよ

師、家庭

取得し、 社会の各分野

養に関するう°ロフェッ

して活躍したいと思っ

にとって大学は、 さま

会う場であし) 、 自分を

松
本
法
子
さ
ん
（
高
浜
町
）

女
子
栄
養
大
学
栄
養
学
部

栄
養
科
学
専
攻
三
年

ｌ
Ｊ
ｆ

＃回善意銀行へ預託
い ｡

田所佑子さん・肥前町（車椅子、手押し車ほか）
シヨナル」 と

ています。私

ざまな人と出

再発見できる

機会であると

J ← H
腸f望

回香典返しの一部

下遠ヨシさん

永瀬恭子さん

鶯野谷トクさん

ｰ

蕊 灘
ー

高萩（]O(),000円）

東本lll]． （50,000円）

有明||I]. (100,000円
います

：
子栄養大学

校舎
○

一 ＝－－

悩まずn 、
ノ

・
・
・

〆

市役所狂23 211」 ~副 を…（無料）

、

〆

今
、
ゴ
○
／

へ
銀
へ
１
Ｊ

鼠

ぷ

ぎ
蝿
課
丁
』
ぐ
ぶ
心
）
／
〆

ー

行政相談 交通事故相談

12月9日 （木） と22日 （水)/

午後l～3時／市民相談室／鈴木

清相談員／市民活動課・内線

261

12月15日 （水)/

時／市民相談室

内線261

午前10～午後3

/市民活動課．総数35,379人(＋10）

17,458人（

17,921 人（

11 ,195世帯（

ｊ
ｊ
ｊ

男
女

４
４
７

１
１

’
十
＋

補装具の巡回相談 鱗寺
ljlへ

￥＞ 子ども(小･中学生)相談 12月24日 ($)/午前9～12時

／市民センター恋22 5683

／身体障害者手'|膿とハンコを

持参のこと。／福祉事務所・

内線353

日時を電話で打ち合わせてネ。

教育委員会指導課恋23-1131’11月1日現在です。 ( )内は前月比です。

健康・育児相談
I

毎週月曜日／午前9～11時

保健センター恋24 2121 人権相談(敬称略）
人権については､水l l l美知雄(下

のぶお

手綱)、北畠暢男（本町)、鈴木
ひろみ きき 二

廣美（上君田)、原口咲子（春

日町)、大平喜美子（本町）へ。

市民課・内線221

財
道
具
を
水
に
流
さ
れ
た
人
な
ど
を
目
の
当
た
り
に

ま
す
。
暗
闇
の
中
、
命
か
ら
が
ら
避
難
し
た
人
や

し
、
何
の
言
葉
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
…
ヒ
ロ

を
残
し
ま
し
た
。
最
悪
時
を
過
ぎ
て
い
た
の
に
も
か

ひ な
い
ほ
ど
の
量
で
う
れ
し
い
悲
鳴
で
し
た
。
ま
と

る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
ご
協
力
い

だ
い
た
み
な
さ
ん
に
、
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
…
（
春
）

※
特
集
：
・
私
の
城
下
町
で
は
、
高
萩
市
や
飯
能
幸

ど
、
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
か
ら
資
料
や
情
報
、

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
、
掲
載
し
ン

局
萩
市
や
飯
能
市

掲
載
し
き

※
災
害
は
、
道
路
や
河
川
、
人
家
に
ま
で
そ
の
驚
異

か
わ
ら
ず
、
今
だ
に
川
か
ら
あ
ふ
れ
る
濁
っ
た
水
は
、

ざ
の
高
さ
ま
で
道
路
に
押
し
寄
せ
て
足
を
す
く
い

ことばの教室

日時を電話で打ち合わせてネ。

高萩小学校a23 4240

心配ごと相談
交通事故相談毎週木曜H/午後l～3時

市民センターa22-5683

社会福祉協議会・内線354

月～金|曜日〆午前9時～午後4時

30分／茨城県巾央交通事故相談

所・水戸市柵町I｣~目／水戸合同

庁舎3階盆(0292)25-2803内線

2370. 2371/弁護士相談日は毎

週水曜日午後l～4時／相談は無

な

家庭児童相談

れ

毎週火曜1 1/〆午後1時～3時

市民センター恋22-5683

りため家 福祉事務所・内線352 料ですこ

■■
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卍
織
螂
黙
鯉
癖
裡
遡
鱸
溌
鮮
＃
噺
則
Ｉ
測
漣
蘭
圏
零
鼻
１
軒
１
１

Ｉ
ｒ 鰯

㎡齢

｣ 酔轤曾

鍵脅雛
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1

~）

高
萩
市
の
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
で
は
、
二
月
一

七
日
㈱
、
厚
木
市
の
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
の
現
状

を
視
察
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
そ
の
概
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

厚
木
市
は
、
神
奈
川
県
中
央
部
に
位
置
し
、
人
口
二

○
万
六
、
一
八
六
人
（
平
成
五
年
一
○
月
一
日
現
在
）

商
工
業
や
教
育
文
化
都
市
と
し
て
発
展
し
、
平
成
元
年

に
は
、
国
の
生
涯
学
習
モ
デ
ル
市
町
村
に
指
定
さ
れ
、

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
で
生
涯
学
習
振
興
の
た
め
の

施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
で

生
涯
学
習
振
興
の
施
策
を
展
開

マナビィ＜ん

蕊
国
の
生
涯
学
習
モ
デ
ル
市
町
村
、
厚
木
市
の
生
涯
学
習
を
視
察

『
も
Ｌ
Ｐ

煮
昭
咄
鋤
恥一

《

《
〆
踵

神奈川県厚木市の厚木シティプラザ

I■■■ I■■■ロ■■■■■■■ I■■■ I■■■■I■■ I■■■ I■■■ 1■■■ ロ■■■百一l■■■ 1■■■ I■■■ l■■■ ロ■■■ 1■■■■■■■■■ﾛ■ l■■■一

厚
木
市
を
視
察
す
る
高
萩
市
生
涯

学
習
推
進
協
議
会
の
み
な
さ
ん
で

す
。

蝉？

鴬

鐵議
t

' ;, ､

躍暮観､蕪' 金 阜豐串

議蕊難（
一

一

一

（
〈
〃

一l■■■ 1■■■ーl■■■ ロ■■■ ロ■■■ーI■■■B■■■ I■ーーーー■■■■ロ■■庫－1■■■■■■■ I■■■ ロ■■■ E■■■■I■■一

生
涯
学
習
推
進
の
た
め
の
中
核
施
設
と
し
て
案
内
を

受
け
た
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
周
囲
に
は
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
や
婦
人
会
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
交
通
広
場
、

人
工
広
場
な
ど
の
公
共
施
設
が
、
駅
前
再
開
発
を
機
に

集
約
的
に
整
備
さ
れ
、
厚
木
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
は
、
地
下
一
階
、
地
上
七
階
の
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ル
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
地
下
一
階
と
地
上
一
階
は
商
業
施
設
と
し
て
物
品

販
売
店
、
飲
食
店
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
地
上
二
階
か
ら

七
階
に
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
の
人
ま
で
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
年
代
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
中
央
図
書
館
や

勤
労
社
会
会
館
、
ヤ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ゥ
ム
の
あ
る
子
ど
も
科
学
館
が
設
け
ら

れ
、
教
育
文
化
施
設
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

厚
木
市
で
は
、
総
じ
て
、
公
共
施
設
は
多
目
的
利
用

を
図
る
た
め
、
複
合
機
能
を
も
っ
た
施
設
が
多
く
見
受

け
ら
れ
、
機
能
的
効
率
化
を
優
先
す
る
姿
勢
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

公
共
施
設
は
多
目
的
利
用
の

複
合
機
能
施
設
が
多
い

＝

教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

冠

23－1131
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